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国
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論
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若
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嚴
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－
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1

　
未
開
杜
會
の
原
初
的
融
合
の
な
か
か
ら
近
代
の
多
様
性
が
分
化
し
、
そ
れ
に
件
つ
て
肚
會
諸
科
學
の
專
門
化
が
齎
ら
さ
れ
た
が
、
そ
の
極
端
な

專
門
分
化
主
義
に
よ
つ
て
、
杜
會
の
全
艦
的
認
識
は
や
が
て
次
第
に
そ
の
困
難
の
度
を
檜
し
て
き
た
。
個
別
的
具
髄
的
認
識
に
優
れ
る
專
門
分
化

主
義
に
、
未
開
肚
會
の
原
初
的
融
合
状
態
に
お
け
る
よ
う
な
全
饅
的
認
識
を
附
與
す
る
こ
と
と
關
蓮
し
て
、
近
時
祉
會
諸
科
學
の
統
合
研
究
が
強

く
要
請
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
種
の
要
請
は
、
す
で
に
幾
多
の
問
題
領
域
に
お
い
て
眞
剣
に
考
慮
さ
れ
、
ま
た
多
く
の
貴
重
な
成
果
を
育
み
つ
つ
あ

る
。



　
例
え
ば
、
文
化
人
類
學
、
肚
會
學
、
杜
會
心
理
學
の
各
專
門
領
域
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
學
間
的
交
流
が
と
み
に
活
濃
と
な
り
、
從
來
の

專
門
領
域
に
拘
わ
る
こ
と
な
く
、
自
由
な
異
種
交
合
霧
o
器
8
旨
豊
鍔
註
9
が
い
ま
や
生
産
的
に
行
わ
れ
つ
つ
あ
る
。
つ
ま
り
、
　
「
學
間
的
境

界
や
立
入
禁
止
の
制
札
に
は
さ
し
て
注
意
を
沸
う
と
と
な
く
、
問
題
の
導
く
ま
ま
に
そ
れ
を
追
究
し
て
行
こ
う
と
し
て
來
た
こ
と
は
、
別
段
不
名

碁
な
こ
と
で
は
な
く
む
し
ろ
名
春
で
あ
る
。
」
と
い
つ
た
傾
向
が
顯
著
に
現
わ
れ
て
ぎ
た
の
で
あ
る
（
円
ぎ
o
¢
a
Φ
9
①
9
冒
9
ロ
日
菩
Φ
≦
2
ピ

O
昆
ロ
謎
●
Φ
亀
●
び
気
犀
po
ゼ
げ
■
一
β
“
o
冒
●
一
漣
㎝
）
。

　
と
こ
ろ
で
、
本
來
そ
れ
ぞ
れ
の
學
間
的
背
景
や
基
盤
の
異
る
諸
專
門
科
學
が
自
由
に
交
流
し
得
る
た
め
に
は
、
そ
れ
に
は
そ
れ
な
り
の
一
つ
の

共
通
の
つ
な
が
り
を
持
た
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
專
門
領
域
に
お
け
る
最
近
の
構
造
機
能
的
分
析
の
方
針
が
、
そ
の
橋
渡
し
の
役
割
を

果
し
た
の
で
あ
つ
た
（
閾
8
暫
oo
9
魯
8
9
ω
8
芭
崔
轡
る
島
・
ξ
む
ぎ
臼
田
戸
一
〇
置
）
。

　
構
造
機
能
的
分
析
を
中
核
と
す
る
肚
會
諸
科
學
の
統
合
化
の
氣
蓮
は
、
行
動
の
科
學
望
霊
丘
9
ω
包
臼
8
、
或
は
人
間
の
科
學
ω
o
曲
曾
8
9

鵠
雪
と
い
つ
，
た
名
構
で
も
つ
て
、
活
濃
な
活
動
を
開
始
し
て
い
る
。
し
か
も
、
統
合
研
究
推
進
の
た
め
の
理
論
的
探
索
が
精
力
的
に
お
し
進
め

ら
れ
、
文
化
人
類
學
、
杜
會
學
、
杜
會
心
理
學
の
そ
れ
ぞ
れ
の
理
論
髄
系
は
、
相
互
に
複
雑
に
交
錯
し
て
い
る
現
状
に
あ
る
。

　
例
え
ば
、
孤
立
未
開
の
肚
會
か
ら
近
代
杜
會
に
目
を
韓
じ
た
文
化
人
類
學
者
は
、
現
代
地
域
肚
會
、
都
市
肚
會
、
國
民
性
等
の
新
し
い
間
題
領

域
の
構
造
機
能
的
研
究
に
志
向
し
て
い
る
（
国
S
鶏
暮
O
o
8
一
⑦
薯
習
畠
9
犀
畦
9
菖
寄
富
詳
寄
島
Φ
年
冨
9
）
。
或
は
、
都
市
、
農
村
、
家
族
、

人
口
等
の
個
別
的
間
題
か
ら
杜
會
階
暦
、
官
僚
制
度
、
権
力
構
造
等
の
大
衆
杜
會
の
諸
問
題
に
目
を
韓
じ
た
魅
會
學
者
は
、
地
位
と
役
割
の
シ
ス

テ
ム
と
し
て
の
肚
會
饅
制
の
構
造
機
能
的
分
析
に
志
向
し
て
い
る
（
9
9
。
聲
望
暮
畠
曽
旨
ま
妻
霞
・
9
幹
ξ
閑
9
喜
霞
畠
切
Φ
昌
貫
ω
2
目
o
弩
罫

監
冨
3
お
舅
。
ま
た
、
枇
會
心
理
學
に
お
い
て
も
、
集
團
内
に
お
け
る
・
ー
ル
の
理
論
や
パ
ー
ス
ナ
リ
テ
ィ
の
研
究
に
關
し
て
、
隣
接
諸
科
學

と
の
交
流
に
よ
る
新
し
い
研
究
領
域
が
開
拓
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　
か
く
て
、
杜
會
諸
科
學
の
交
流
、
－
統
合
化
の
氣
蓮
は
、
す
で
に
無
覗
し
得
な
い
ほ
ど
に
彊
力
な
も
の
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
こ
の
貼
に
關
す
る
理
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論
上
の
整
備
は
目
下
の
一
大
急
務
と
さ
れ
、
ま
た
、
統
合
研
究
の
要
請
も
す
で
に
實
践
の
段
階
に
持
ち
こ
ま
れ
て
い
る
。

　
本
塾
大
學
院
肚
會
學
研
究
科
に
お
い
て
も
、
米
山
教
授
を
委
員
長
と
す
る
九
十
九
里
濱
漁
村
調
査
委
員
會
の
も
と
に
實
施
さ
れ
て
い
る
「
九
十

九
里
濱
漁
村
綜
合
調
査
」
は
、
同
様
の
趣
旨
に
基
い
て
、
政
治
、
維
濟
、
法
律
、
肚
會
、
民
族
、
老
古
、
心
理
の
各
專
門
領
域
の
協
力
に
よ
る
綜

合
的
研
究
を
意
圖
し
て
は
じ
め
ら
れ
た
。
本
調
査
研
究
は
現
在
す
で
に
最
終
段
階
に
入
つ
た
が
、
そ
れ
は
、
終
始
一
貫
し
て
、
同
教
授
の
》
H
＄

ω
ε
身
に
關
す
る
統
合
的
研
究
の
方
針
に
よ
つ
て
實
施
さ
れ
た
（
米
山
桂
三
著
「
肚
會
調
査
i
勢
働
・
工
場
．
漁
村
」
昭
和
三
〇
年
）
。
本
調
査
研
究
を

通
し
て
、
統
合
研
究
に
關
す
る
幾
多
の
貴
重
な
経
験
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
そ
の
黙
に
關
し
て
、
未
だ
に
解
決
さ
れ
な
い
多
く
の
む
ず
か
し

い
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
實
情
に
あ
る
。

　
そ
の
意
昧
で
、
こ
う
い
つ
た
間
題
を
中
心
課
題
と
し
て
取
上
げ
た
ス
チ
ェ
ワ
ー
ド
の
理
論
構
造
に
は
、
考
慮
す
べ
き
幾
多
の
間
題
黙
が
稜
見
さ

れ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
ま
ず
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
の
理
論
構
造
を
紹
介
し
、
そ
の
各
々
に
つ
い
て
若
干
の
批
到
を
加
え
な
が
ら
、
枇
會

諸
科
學
の
統
合
研
究
に
既
す
る
若
干
の
考
察
を
試
み
る
豫
定
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
な
お
、
本
稿
の
骨
子
は
、
本
塾
大
學
院
肚
會
學
研
究
科
博
士
課
程
に
お
け
る
米
山
教
授
の
研
究
會
に
お
い
て
討
論
さ
れ
た
も
の
か
ら
な
る
。
記

し
て
同
教
授
の
懇
切
な
る
指
導
に
感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

皿

㍉
巨
寅
昌
国
●
oQ
ぎ
類
㊤
益
博
士
の
こ
れ
ま
で
の
経
歴
は
、

お
O
図
．
　
　
国
o
u
β
一
娼
」
＜
四
¢
げ
甘
讐
o
昌
”
∪
●
O
●

お
曽
●
　
　
蜜
．
｝
ご
q
巳
＜
Φ
屋
器
気
o
騰
〇
四
一
崔
o
目
艮
四

お
図
O
。
　
　
剛
げ
●
∪
●
｝
q
巨
く
Φ
屋
詳
気
o
協
0
90
一
需
o
目
昌
富

次
の
よ
う
に
列
記
さ
れ
る
。
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〇
9
1

　
氏
は
ア
メ
リ
カ
人
類
學
の
優
れ
て
ア
メ
リ
カ
的
な
傳
統
の
も
と
に
、

ク
ス
な
主
流
は
、

に
記
述
す
る
記
述
的
科
學
を
主
艦
と
す
る
も
の
で
あ
り
、

　
し
か
る
に
、

昧
で
、
氏
は
、
人
類
學
者
の
う
ち
に
お
い
て
も
、
む
し
ろ
特
異
な
學
問
的
傾
向
を
も
つ
も
の
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
（
昨
年
度
フ
ル
ブ

ラ
イ
ト
交
換
教
授
と
し
て
來
塾
さ
れ
た
O
o
民
o
冒
ミ
。
缶
o
名
塁
博
士
の
言
に
よ
つ
て
も
、
氏
の
人
類
學
界
に
お
け
る
評
債
は
、
む
し
ろ
肚
會
學
に
近
い
學
者
で
あ
る
、

と
の
意
見
が
強
い
よ
う
で
あ
つ
た
。
な
お
、
こ
こ
で
、
ア
メ
リ
カ
丈
化
入
類
學
の
主
流
に
つ
き
、
約
一
年
間
に
わ
た
り
本
塾
に
お
い
て
艦
系
的
な
講
義
を
も
た
れ
た
ヒ

ュ
ー
ズ
博
士
に
深
く
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
筆
者
が
丈
化
人
類
學
の
正
規
の
講
座
に
接
し
得
た
の
は
、
ひ
と
え
に
ヒ
ュ
ー
ズ
博
士
の
そ
れ
に
よ
る
も
の
で
あ
つ
た
。
）

　
と
こ
ろ
で
、
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
人
類
學
の
傳
統
に
立
ち
な
が
ら
、
肚
會
學
そ
の
他
の
隣
接
諸
科
學
に
も
張
い
親
近
性
を
示
す
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド

の
理
論
構
造
は
、
そ
の
初
期
の
著
作
か
ら
一
貫
し
て
、
文
化
の
法
則
性
追
求
の
た
め
の
、
科
學
普
遍
化
へ
の
途
を
辿
つ
て
き
た
。
そ
れ
ら
の
う
ち

か
ら
代
表
的
な
著
作
翻
あ
げ
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。
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O
o
ピ
冒
げ
一
㊤
q
艮
く
臼
匹
昌

O
β
3
響
Φ
犀
Φ
器
胃
魯
謹
o
胤
Φ
器
o
び
∪
⑦
葛
詳
目
Φ
9
0
協
ω
0
9
0
一
〇
ひ
亀
気
帥
巳
跨
暮
再
9
0
一
〇
暁
ざ
q
巳
＜
Φ
屋
一
昌
o
冷
霞
鮭
o
富

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
專
門
的
訓
練
を
経
て
き
た
。
ア
メ
リ
カ
文
化
人
類
學
の
オ
ー
ソ
ド
ッ

　
　
｝
い
国
8
魯
霞
を
頂
黙
と
す
る
い
わ
ゆ
る
歴
史
主
義
人
類
學
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
各
文
化
の
内
容
を
丹
念

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
分
に
藝
術
的
な
華
麗
さ
を
そ
の
特
色
と
す
る
。

　
氏
の
學
問
的
性
格
は
、
記
述
的
科
學
で
あ
る
よ
り
は
、
む
し
ろ
法
則
設
定
を
主
眼
と
す
る
普
遍
化
的
方
法
へ
の
線
が
張
い
。
そ
の
意
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菩
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＜
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①
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①
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叶
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〇
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＄
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①
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仁
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屋
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．
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＜
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冒
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冒
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叶
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〇
㎎
気
目
o
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気
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国
β
o
気
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＜
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．
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①
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＜
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．
一
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暮
一
〇
μ
9
〈
筥
N
go
試
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目
b
胃
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＜
Φ
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q
『
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、
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0
g
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帥
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鼠
o
暫
昌
q
艮
o
P
ミ
器
げ
甘
α
璽
O
o
劃
U
●
O
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一
〇
㎝
㎝
（
ご
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円
ざ
o
曙
o
㌦
O
巨
“
自
Φ
爵
轡
鴨
”
円
げ
Φ
冒
Φ
菩
鼠
o
一
〇
讐
o
賄
匡
巨
註
ロ
ロ
Φ
胃
目
＜
o
一
暮
陣
目
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q
艮
く
Φ
屋
一
昌
o
協
目
旨
o
冨
響
o
・
¢
●

　
這
㎝
9
　
　
　
．
“
O
巨
“
仁
H
毘
国
＜
o
冒
註
o
冒
㌦
ヤ
ω
9
0
ー
試
ゆ
o
》
冒
Φ
鼠
o
即
劃
く
〇
一
。
お
μ
乞
9
㎝
●

　
以
上
の
諸
著
作
を
、
そ
の
原
典
に
當
つ
て
こ
と
ご
と
く
紹
介
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ
の
最
も
饅
系
酎
な
部
分
は
、
，
一
九
五
〇
、
一
九
五

三
、
一
九
五
五
（
b
）
、
一
九
五
六
の
諸
著
作
に
、
か
な
り
組
織
的
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
一
九
五
五
（
b
）
に
は
、
初
期
の
重
要
な
諸

著
作
が
、
新
し
い
理
論
的
展
開
の
も
と
に
再
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、
本
論
に
お
い
て
は
、
前
記
の
四
つ
の
著
作
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
所
読
を
紹

介
す
る
方
法
を
と
る
。

皿

　
氏
の
理
論
艦
系
に
は
、
考
古
學
、
歴
史
學
、
文
化
人
類
學
、
肚
會
學
、
等
の
杜
會
諸
科
學
の
、
凋
自
の
融
合
状
態
が
み
ら
れ
る
。
一
人
の
學
者

の
理
論
髄
系
を
、
任
意
に
解
剖
、
分
析
す
る
こ
と
は
至
難
の
業
で
あ
る
が
、
い
ま
か
り
に
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
の
理
論
髄
系
を
大
き
く
分
類
す
る
と

す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
等
時
的
亀
琴
ぼ
o
鉱
o
と
櫃
時
的
＆
器
日
〇
三
。
の
二
つ
の
理
論
構
成
に
分
類
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
も
つ
と
も
、
こ
の
爾
者

は
相
互
に
關
蓮
的
に
取
扱
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
こ
で
は
読
明
の
便
宜
上
、
以
上
の
二
つ
に
分
け
て
老
察
す
る
こ
と
に
し
、
ま
ず
、
等
時
的

理
論
構
成
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。



　
氏
は
、
文
化
の
規
則
性
を
、
機
能
的
側
面
か
ら
等
時
的
に
探
求
す
る
こ
と
と
、
稜
展
的
過
程
か
ら
繊
時
的
に
探
求
す
る
こ
と
と
の
、
二
つ
の
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
リ
ア
　
リ
サ
ヨ
チ

論
構
成
に
よ
つ
て
盟
系
化
し
よ
う
と
す
る
。
等
時
的
理
論
構
成
に
つ
い
て
問
題
と
な
る
の
は
、
氏
の
一
九
五
〇
年
の
「
地
域
研
究
」
の
理
論
構
造

で
あ
る
。

　
》
雇
㊦
”
閑
O
o駐
O
”
周
O
詳

　
一
九
世
紀
以
來
の
杜
會
諸
科
學
の
極
端
な
專
門
分
化
主
義
に
よ
つ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
弊
害
が
惹
起
さ
れ
た
。
し
か
も
そ
れ
，
は
、
肚
會
の
一
面
的
、

部
分
的
認
識
に
お
い
て
ま
す
ま
す
精
密
と
な
つ
た
が
、
肚
會
の
全
艦
的
認
識
に
歓
け
る
と
こ
ろ
い
よ
い
よ
大
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
部

分
的
認
識
の
緻
密
さ
を
保
持
し
な
が
ら
、
し
か
も
全
艦
的
認
識
に
お
い
て
も
優
れ
る
、
新
し
い
研
究
髄
制
が
要
請
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

　
文
化
人
類
學
は
、
も
と
も
と
未
開
肚
會
の
研
究
に
錬
達
し
て
き
た
の
で
、
未
開
肚
會
を
一
つ
の
全
髄
と
し
て
把
握
す
る
全
髄
的
認
識
の
方
法
に

優
れ
て
き
た
。
人
類
學
者
は
、
未
開
杜
會
の
家
族
、
親
族
、
政
治
、
法
律
、
経
濟
、
宗
教
等
々
の
あ
ら
ゆ
る
側
面
に
つ
い
て
曉
通
し
、
そ
れ
ら
の

全
髄
的
機
能
關
係
に
注
目
し
て
き
た
の
で
、
杜
會
諸
科
學
の
「
何
ん
で
も
屋
」
冨
爵
9
巴
一
。
慶
8
芭
8
両
曾
8
鉾
毘
霧
の
役
割
を
果
し
て
き

た
。
と
こ
ろ
が
、
未
開
杜
會
の
研
究
に
お
け
る
よ
う
に
容
易
く
近
代
の
杜
會
諸
科
學
が
人
類
學
の
う
ち
に
融
合
さ
れ
、
そ
の
こ
と
に
よ
つ
て
現
代

肚
會
の
全
髄
的
認
識
が
可
能
に
な
る
と
は
、
と
う
て
い
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
杜
會
諸
科
學
の
統
合
の
中
心
黙
を
人
類
學
に
求
め
る
こ
と

は
、
別
段
非
難
さ
れ
る
べ
き
こ
と
で
は
な
い
と
し
て
も
、
そ
れ
に
は
そ
れ
に
適
わ
し
い
理
論
上
の
準
備
が
、
人
類
學
の
側
に
お
い
て
も
用
意
さ
れ

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
は
、
こ
の
要
講
に
答
え
て
、
　
「
地
域
研
究
」
の
理
論
髄
制
を
展
開
す
る
。

　
ま
ず
、
地
域
研
究
と
よ
ば
れ
て
き
た
從
來
の
諸
研
究
を
検
討
す
る
。
そ
れ
は
第
二
次
大
戦
を
前
後
す
る
、
實
際
的
戦
略
的
必
要
の
た
め
に
行
わ

れ
た
幾
多
の
協
同
研
究
の
う
ち
か
ら
、
自
然
稜
生
的
に
形
成
さ
れ
て
き
た
も
の
と
い
わ
れ
る
。
そ
れ
ら
の
協
同
研
究
は
、
最
初
に
明
確
な
綜
合
的

　
　
　
砒
會
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科
學
の
統
合
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究
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て
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社
會
諸
科
學
の
統
合
研
究
に
っ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八
　
　
　
（
一
四
四
）

理
論
艦
制
が
あ
つ
た
わ
け
で
は
な
く
、
試
行
錯
誤
の
過
程
の
も
と
に
、
逐
次
相
互
の
理
論
的
鰯
襲
が
行
わ
れ
、
途
に
は
協
同
研
究
か
ら
綜
合
研
究

の
段
階
へ
と
震
展
し
て
き
た
の
で
あ
つ
た
。
そ
ご
で
、
こ
れ
ま
で
暗
黙
の
う
ち
に
培
わ
れ
て
き
た
協
同
「
綜
合
研
究
の
方
針
を
、
改
め
て
明
確
な

理
論
髄
制
の
も
と
に
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
。

　
ま
ず
新
理
論
髄
制
の
二
つ
の
基
本
線
を
確
認
す
る
。
e
文
化
相
封
論
O
包
言
轟
一
8
一
彗
三
な
と
、
⇔
文
化
統
艦
論
O
色
言
目
巴
零
げ
o
一
Φ
ω
で

あ
る
。
前
者
は
、
文
化
の
相
鉗
性
を
理
解
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
理
論
の
エ
ス
ノ
セ
ン
ト
ツ
ッ
ク
な
誤
謬
を
防
ご
う
と
す
る
。
後
者
は
、
文
化
を

一
つ
の
全
艦
と
し
て
理
解
し
よ
う
と
す
る
構
造
、
機
能
分
析
の
立
場
を
と
り
、
法
則
設
定
の
科
學
的
性
格
を
堅
持
し
よ
う
と
す
る
。
こ
れ
は
、
相

鉗
論
と
普
遍
化
論
の
巧
妙
な
折
衷
で
あ
る
。
著
者
は
い
う
。
　
「
文
化
、
肚
禽
お
よ
び
地
域
は
、
明
ら
か
に
相
違
す
る
傳
統
、
歴
史
、
パ
タ
ー
ソ
を

も
ち
、
二
つ
の
も
の
が
、
そ
の
全
艦
性
に
お
い
て
、
全
く
同
一
だ
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
が
そ
れ
と
同
時
に
、
異
つ
た
地
域
に
お
け
る
同

種
の
制
度
や
行
動
類
型
が
、
全
く
同
一
で
あ
る
と
誰
明
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
」
（
お
㎝
。
も
』
）

　
次
に
、
以
上
の
基
本
方
針
を
是
認
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
9
地
域
研
究
の
ユ
ニ
ッ
ト
の
性
質
、
⇔
統
合
研
究
の
方
法
、
日
地
域
研
究
の
理
論
と

實
際
、
㈱
各
地
域
調
査
を
導
く
特
殊
問
題
、
の
四
黙
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
な
お
こ
こ
で
は
、
前
の
二
つ
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

　
地
域
研
究
の
ユ
ニ
ッ
ト

　
從
來
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
の
地
域
調
査
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
ら
を
、
e
地
域
杜
會
、
ω
リ
ー
ジ
ョ
ソ
、
日
ネ
イ
シ
ョ
ソ
、
四
文
化
領
域
、

の
順
で
彊
が
る
相
封
的
な
キ
ャ
テ
ゴ
リ
ー
の
蓮
績
と
し
て
考
察
す
る
。

　
①
　
○
○
目
目
β
三
酔
団
ω
紳
β
＆
Φ
訟

　
こ
の
名
で
よ
ば
れ
る
從
來
の
諸
研
究
に
は
、
種
々
雑
多
な
内
容
の
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　
こ
の
種
の
研
究
は
、
も
と
も
と
人
類
學
者
が
未
開
杜
會
を
研
究
す
る
際
に
用
い
た
諸
方
法
が
そ
の
根
幹
と
な
つ
て
い
る
。
し
か
も
そ
れ
を
、
現



代
杜
會
の
研
究
に
安
易
に
慮
用
し
た
事
例
が
多
い
。
未
開
祉
會
の
研
究
の
場
合
に
は
、
e
民
族
誌
學
的
、
⇔
歴
史
的
、
日
比
較
學
的
、
の
三
つ
の

方
法
論
上
の
ア
ス
ペ
ク
ト
が
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
を
現
代
地
域
杜
會
に
慮
用
す
る
際
に
は
、
一
般
に
次
の
二
黙
で
批
到
さ
れ
る
。
e
現
代
祉
會

は
未
開
肚
會
と
質
的
に
異
る
か
ら
、
同
じ
方
法
の
安
易
な
適
用
は
許
さ
れ
な
い
。
⇔
歴
史
的
、
比
較
學
的
の
二
方
法
は
、
現
代
地
域
肚
會
の
研
究

に
殆
ん
ど
用
い
ら
れ
て
い
な
い
（
お
㎝
O
●
や
留
）
。

　
第
一
の
批
到
は
、
現
代
地
域
肚
會
を
、
あ
た
か
も
未
閣
肚
會
の
よ
う
に
、
自
給
自
足
的
な
機
能
的
全
髄
と
し
て
取
扱
つ
て
い
る
鮎
に
向
け
ら
れ

る
。
地
域
肚
會
を
・
ー
カ
ル
な
枠
組
の
う
ち
に
孤
立
さ
せ
、
そ
の
限
り
の
研
究
に
満
足
し
、
地
域
杜
會
と
そ
れ
を
取
巻
く
全
髄
的
肚
會
と
の
關
係

に
目
を
覆
つ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
個
々
の
地
域
肚
會
を
、
そ
れ
を
取
巻
く
全
饅
的
肚
會
の
軍
な
る
モ
ザ
イ
ク
の
一
つ
と
し
て
、
研
究
し
て
い
る
に

過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
黙
の
批
到
は
充
分
に
當
を
え
て
い
る
。
從
つ
て
、
次
の
問
題
は
、
よ
り
大
き
な
肚
會
の
ア
ス
ペ
ク
ト
と
、
そ
の
な
か

に
含
ま
れ
る
地
域
肚
會
で
の
現
象
と
、
そ
の
爾
者
を
如
何
に
關
蓮
せ
し
め
得
る
か
に
あ
る
。

　
第
二
の
批
鋼
は
、
從
來
の
地
域
肚
會
研
究
に
歴
史
的
考
察
の
敏
け
て
い
る
鮎
で
あ
る
。
取
上
げ
た
と
し
て
も
、
そ
の
地
の
古
老
の
構
報
に
よ
る
、

せ
い
ぜ
い
歎
世
代
以
前
の
歴
史
に
過
ぎ
な
い
。
從
つ
て
、
歴
史
上
の
基
本
的
潮
流
や
丈
化
攣
動
に
關
す
る
見
透
し
に
、
著
し
く
鉄
け
る
と
こ
ろ
が

多
い
。
　
（
な
お
、
前
記
九
十
九
里
濱
調
査
に
お
い
て
は
、
本
塾
松
本
信
廣
敏
授
を
中
心
と
す
る
歴
史
班
の
專
門
的
諸
砺
究
が
、
當
調
査
研
究
の
重
要
な
部
分
を
占
め

て
い
る
。
）

　
ま
た
、
比
較
方
法
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
從
來
の
諸
研
究
の
内
容
が
種
々
雑
多
で
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
に
共
通
す
る
同
一
の

比
較
輩
位
を
襲
見
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。
顯
著
な
例
を
あ
げ
れ
ば
、
次
の
よ
5
に
記
さ
れ
る
（
お
睾
や
b
。
①
）
。

葬
ψ
■
冒
畠
臣
畠
界
ド
b
看
“
｝
目
帥
段
δ
8
毛
耳
営
、
浮
暫
塁
憲
o
P
屋
oo
刈
！
輕
濟
的
要
素
と
そ
の
墜
化
が
與
え
る
肚
會
生
活
へ
の
影
響

9
ミ
塁
“
男
昼
冒
く
筐
P
q
●
ω
卜
・
お
＆
ー
ラ
イ
フ
・
サ
イ
ク
ル
を
中
心
と
す
る
文
化
と
パ
ー
ス
ナ
チ
テ
ィ
の
問
題

葬
閑
Φ
島
Φ
耳
円
富
国
o
穿
O
艮
言
田
亀
帰
9
暮
”
β
｝
お
合
皇
都
市
化
の
影
響
の
も
と
に
あ
る
フ
ォ
ー
ク
肚
會
の
攣
容
の
問
題

　
　
　
肚
會
諸
科
學
の
統
合
砺
究
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
　
　
　
（
一
四
五
）



　
　
杜
會
諸
科
學
の
統
合
碍
究
に
っ
い
て

『
≦
毬
β
R
9
毘
｝
属
欝
ざ
Φ
e
ず
気
oo
Φ
ユ
Φ
即
冨
合
～
ー
階
級
構
造
の
問
題

卜
田
9
”
U
碧
冨
9
90
ど
U
O
9
ω
O
客
F
冨
合
－
人
種
關
係
の
間
題

五
〇

（
一
四
六
）

　
以
上
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
關
心
黙
、
強
調
黙
の
相
違
す
る
も
の
は
、
相
互
に
比
較
し
得
る
妥
當
性
を
も
た
な
い
の
は
當
然
で
あ
る
。

　
さ
て
、
以
上
の
諸
批
剣
を
通
し
て
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
は
、
地
域
肚
會
の
研
究
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
提
案
を
行
う
。

　
地
域
肚
會
の
研
究
は
、
基
本
的
に
は
、
民
族
誌
學
的
方
法
に
準
擦
す
る
の
で
、
次
の
四
瓢
に
つ
い
て
、
方
法
論
的
に
再
考
す
る
必
要
が
あ
る
。

e
調
査
饗
象
選
定
の
基
準
、
ω
質
的
方
法
、
日
量
的
方
法
、
㈲
地
域
肚
會
と
全
艦
的
肚
會
と
の
脈
絡
（
一
〇
蜜
掌
＆
）
。

　
第
一
の
サ
ン
プ
リ
ン
グ
の
黙
は
、
思
い
つ
き
や
、
い
き
あ
た
り
ば
つ
た
り
の
選
定
方
法
を
排
し
、
そ
の
全
艦
的
肚
會
構
造
か
ら
割
出
さ
れ
る
一

つ
の
基
準
に
基
い
て
、
調
査
封
象
を
決
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。
（
九
＋
九
里
濱
調
査
に
お
い
て
は
、
沼
岸
お
よ
び
沖
合
漁
業
の
保
全
に
關
す
る
調
査
を
目
的
と

し
て
い
る
の
で
、
同
漁
業
の
衰
微
が
激
し
い
と
い
わ
れ
る
九
＋
九
里
濱
全
髄
の
漁
村
が
研
究
封
象
に
選
ば
か
た
。
し
か
も
、
九
＋
九
里
濱
沼
岸
の
諸
漁
村
の
う
ち
か
ら
、

特
に
奮
片
貝
町
が
調
査
封
象
に
選
ば
れ
た
い
き
さ
つ
は
、
そ
れ
ら
諸
漁
村
を
踏
査
し
た
後
に
、
そ
の
漁
業
率
、
人
口
率
等
の
水
産
指
数
を
考
慮
し
た
結
果
、
決
定
さ
れ

た
の
で
あ
つ
た
。
）

　
第
二
の
質
的
方
法
に
つ
い
て
は
、
そ
の
地
域
杜
會
の
構
造
、
機
能
的
分
析
に
重
黙
が
置
か
れ
る
。
あ
ら
ゆ
る
事
實
が
丹
念
に
蒐
集
さ
れ
、
そ
の

杜
會
の
深
奥
に
ひ
そ
む
慣
値
髄
制
お
よ
び
ぞ
の
杜
會
の
基
本
的
様
式
を
、
す
で
に
自
明
の
も
の
と
し
な
い
で
、
改
め
て
嚴
密
に
再
調
査
す
る
。
そ

う
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
調
査
に
お
け
る
エ
ス
ノ
セ
ン
ト
リ
ッ
ク
な
誤
謬
を
避
け
、
次
の
量
化
の
段
階
へ
安
當
ヒ
到
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

あ
る
。

　
第
三
の
量
化
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
調
査
の
目
的
そ
の
他
の
理
由
に
よ
つ
て
、
一
律
の
絶
封
的
基
準
を
つ
く
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
、
量

化
の
方
法
は
、
飽
く
迄
も
質
的
深
奥
化
の
過
程
を
へ
て
か
ら
後
に
、
初
め
て
實
施
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
（
九
＋
九
里
濱
調
査
に
お
い
て
は
、
慮
用
人



類
學
的
ア
プ
β
i
チ
を
と
る
米
山
教
授
の
調
査
方
針
に
基
き
、
過
去
五
年
に
わ
た
り
、
こ
の
質
的
方
法
の
實
施
に
重
黙
が
置
か
れ
て
ぎ
た
。
そ
し
て
、
調
査
の
最
絡
段

階
に
到
つ
て
、
質
間
紙
法
に
よ
る
量
化
の
方
法
が
と
ら
れ
た
。
）

　
最
後
の
、
全
饅
と
部
分
と
の
關
係
の
盧
理
は
、
最
も
解
決
の
困
難
な
問
題
の
一
つ
で
あ
り
、
ま
た
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
理
論
の
核
心
部
を
な
す
も

の
で
あ
る
。
そ
の
黙
に
つ
い
て
は
、
後
に
詳
し
く
具
髄
的
に
読
明
す
る
。

　
”
恥
閃
①
鴨
g
巴
ω
言
臼
Φ
。
。

　
り
ー
ジ
ョ
ン
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
オ
ー
ダ
ム
以
來
、
杜
會
學
的
研
究
の
重
要
な
概
念
の
一
つ
と
さ
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
彼
は
、
り
ー
ジ

ョ
ソ
と
い
わ
れ
て
き
た
も
の
を
、
文
化
人
類
學
で
い
う
下
位
文
化
領
域
O
包
言
H
巴
ω
仁
げ
程
＄
と
、
實
は
同
じ
も
の
で
あ
る
と
考
え
、
こ
の
間
題

を
、
文
化
人
類
學
の
流
れ
の
う
ち
に
再
検
討
し
よ
う
と
す
る
。

　
文
化
領
域
〇
三
言
轟
剛
》
H
＄
の
概
念
は
、
文
化
人
類
學
に
お
け
る
貴
重
な
遺
産
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
諸
文
化
の
内
容
を
詳
細
に
記
述

し
、
そ
の
内
容
の
類
同
性
に
よ
つ
て
、
一
つ
の
領
域
を
地
理
的
に
決
定
す
る
概
念
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
で
は
從
來
の
そ
れ
ら
の
方
法
を
の

り
こ
え
て
、
一
つ
の
文
化
領
域
を
一
つ
の
杜
會
文
化
的
全
髄
ω
8
δ
2
犀
弩
巴
名
げ
o
】
Φ
と
し
て
構
造
機
能
的
に
分
析
し
よ
う
と
す
る
。
同
じ
観

鮎
か
ら
、
下
位
文
化
領
域
を
構
造
機
能
的
に
分
析
す
れ
ば
、
そ
の
上
位
と
下
位
の
關
係
は
、
地
域
杜
會
の
研
究
と
同
様
、
全
艦
と
部
分
の
關
係
お

よ
び
そ
の
歴
史
的
襲
展
過
程
の
間
題
に
直
ち
に
結
び
つ
く
。
と
こ
ろ
が
、
リ
ー
ジ
ョ
ン
に
關
す
る
從
來
の
多
く
の
研
究
は
、
未
だ
に
こ
の
間
題
の

庭
理
に
成
功
し
て
い
な
い
と
考
え
て
い
る
り
と
い
う
の
は
、
そ
れ
ら
の
研
究
の
多
く
が
、
い
ま
だ
に
地
域
杜
會
の
研
究
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
統
合
さ
れ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
彼
は
、
リ
ー
ジ
ョ
ソ
の
理
解
に
は
、
地
域
枇
禽
の
レ
ヴ
ェ
ル
と
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
レ
ヴ
ェ
ル
の
、
爾
方
の
レ
ヴ
ェ

ル
に
働
き
か
け
る
諸
制
度
の
研
究
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
そ
れ
ら
の
諸
制
度
に
關
す
る
諸
專
門
學
者
と
の
統
合
研
究
冒
㊨
鼠
謎
包
巨
日
餌
昌

誇
ロ
畠
を
張
ぐ
要
請
す
る
（
お
蜜
窟
♂
）
。

　
…
m
　
客
”
試
O
昌
巴
QQ
一
β
島
Φ
oo

　
　
　
肚
會
諸
科
學
の
統
合
研
究
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一
　
　
　
（
一
四
七
）



　
　
　
社
會
諸
科
學
の
統
合
碑
究
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二
　
　
　
（
一
四
八
）

　
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
定
義
に
關
し
て
は
、
政
治
學
に
お
い
て
幾
多
の
論
議
が
な
さ
れ
て
き
た
が
、
彼
は
、
そ
の
間
題
に
は
ふ
れ
な
い
で
、
極
め
て
常

識
的
に
そ
の
概
念
を
規
定
す
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
彼
淡
國
家
研
究
と
い
う
場
合
、
そ
の
研
究
は
、
國
際
關
係
か
ら
み
た
各
國
家
の
研
究
を
中
心
間
題
と
し
て
い
る
。
い
う
と
こ
ろ
の

意
味
は
、
現
代
の
諸
國
家
は
、
國
際
關
係
か
ら
孤
立
し
て
自
給
自
足
的
な
鎖
國
盟
制
に
安
佳
し
得
る
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
從

っ
て
、
國
家
の
研
究
に
際
し
て
も
、
國
家
を
取
園
む
國
際
關
係
を
考
慮
す
る
こ
と
な
し
に
は
、
そ
の
妥
當
な
研
究
は
成
立
し
得
な
い
と
考
え
る
。

繰
返
し
こ
こ
で
も
、
全
髄
と
部
分
の
關
係
の
操
作
が
間
題
と
な
る
。
以
上
が
、
國
家
研
究
に
つ
い
て
の
、
彼
の
基
本
的
方
針
で
あ
る
が
、
そ
の
方

針
の
具
髄
的
展
開
は
、
從
來
の
諸
研
究
の
批
到
、
検
討
の
う
ち
に
見
出
さ
れ
る
。

　
現
代
諸
國
家
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
國
家
的
レ
ヴ
ェ
ル
で
機
能
す
る
諸
制
度
に
關
す
る
諸
科
學
に
、
分
捲
さ
れ
て
行
わ
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、

そ
れ
ら
の
諸
専
門
科
學
の
成
果
は
、
果
し
て
全
髄
的
覗
野
の
も
と
に
綜
合
的
に
把
握
さ
れ
得
る
で
あ
ろ
う
か
。
い
い
か
え
れ
ば
、
人
類
學
の
綜
合

的
認
識
が
、
國
家
研
究
に
際
し
て
も
、
充
分
に
活
用
さ
れ
得
る
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
る
。
し
か
も
、
人
類
學
は
、
も
と
も
と
そ
う
い
つ
た
専
門

科
學
で
は
な
か
つ
た
の
で
、
新
し
い
要
請
に
封
す
る
新
し
い
諸
條
件
の
設
定
が
、
人
類
學
の
側
に
必
要
と
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

　
國
家
研
究
に
封
す
る
文
化
人
類
學
の
努
力
は
、
e
文
化
領
域
と
し
て
の
國
家
の
研
究
、
⇔
文
化
と
パ
ー
ス
ナ
リ
テ
ィ
研
究
を
通
し
て
の
國
民
性

の
研
究
、
の
二
つ
の
方
向
を
辿
つ
て
き
た
。
前
者
は
、
類
似
の
信
仰
、
脅
慣
、
行
動
様
式
、
そ
の
基
盤
と
な
る
物
質
文
化
、
家
族
構
造
、
食
物
趣

好
、
行
儀
作
法
等
々
の
、
い
わ
ゆ
る
「
文
化
の
公
分
母
」
の
構
成
因
子
を
、
各
項
目
に
わ
た
つ
て
丹
念
に
記
述
す
る
こ
と
を
主
盟
と
し
た
。
そ
の

場
合
、
異
質
化
し
た
、
し
か
も
機
能
的
全
饅
の
關
係
に
あ
る
現
代
國
家
を
、
そ
分
構
造
と
機
能
の
観
貼
か
ら
全
髄
的
に
分
析
す
る
こ
と
は
稀
れ
で

あ
つ
た
。
後
者
の
國
民
性
の
研
究
は
、
そ
の
國
の
文
化
の
全
般
的
パ
タ
ー
ン
に
注
目
し
、
そ
の
國
の
國
民
の
パ
ー
ス
ナ
リ
テ
ィ
と
、
そ
の
文
化
的

環
境
と
の
、
雨
者
の
相
關
關
係
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
。
そ
の
場
合
、
こ
の
種
の
理
論
的
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ソ
は
、
お
お
む
ね
未
開
杜
會
の
研

究
を
通
し
て
形
成
さ
れ
て
き
た
の
で
、
よ
り
複
雑
に
異
質
化
し
た
現
代
諸
國
家
に
封
し
て
同
じ
方
法
を
適
用
す
る
こ
と
に
は
、
か
な
り
の
疑
問
が



持
た
れ
て
い
る
。
（
ル
1
ス
・
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
の
「
菊
と
刀
」
に
つ
い
て
幾
多
の
批
判
が
な
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
間
の
事
情
を
物
語
つ
て
い
る
。
）
つ
ま
り
、
文
化

と
パ
ー
ス
ナ
リ
テ
ィ
の
研
究
を
、
現
代
國
家
の
構
造
、
機
能
的
側
面
か
ら
、
再
構
成
す
る
こ
と
が
、
國
民
性
の
研
究
に
要
求
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
以
上
の
よ
う
な
現
代
國
家
に
封
す
る
人
類
學
的
諸
研
究
は
、
如
何
な
る
観
黙
か
ら
す
れ
ば
、
肚
會
諸
科
學
と
の
統
合
研
究
に
持
ち

こ
め
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
間
題
に
つ
い
て
の
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
の
見
解
は
、
極
め
て
溝
極
的
で
あ
る
。
僅
に
、
國
民
性
の
研
究
愉
通
し
て
、
人
類

學
と
心
理
學
の
一
暦
の
協
力
關
係
を
期
待
し
、
未
だ
開
拓
期
に
あ
る
こ
の
若
い
學
間
の
將
來
の
襲
展
を
注
目
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
他
、

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
パ
タ
ー
ソ
の
起
源
、
構
造
、
機
能
等
に
つ
い
て
、
他
の
尊
門
諸
科
學
と
の
交
流
を
意
圖
し
て
い
る
が
、
そ
の
具
禮
的
方
法
に
つ
い

て
は
、
別
段
燭
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
僅
に
、
歴
史
學
と
の
接
近
を
試
み
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

　
次
に
ギ
o
茗
Φ
目
碧
賓
S
昌
に
つ
い
て
も
、
同
じ
立
場
か
ら
、
從
來
の
諸
研
究
を
批
到
、
検
討
し
て
い
る
が
、
論
が
重
複
す
る
の
で
、
こ
こ

で
は
取
上
げ
な
い
こ
と
に
す
る
。
そ
こ
で
取
上
げ
ら
れ
て
い
る
間
題
は
、
國
際
關
係
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
國
家
構
造
、
イ
デ
オ
・
ギ
ー
饅
制
、

経
濟
攣
動
、
都
市
化
現
象
、
人
種
關
係
等
の
諸
間
題
に
つ
い
て
で
あ
る
（
お
㎝
。
も
，
留
－
漣
）
。

　
統
合
研
究
の
方
法

　
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
の
理
論
構
造
は
、
一
九
五
〇
年
の
「
地
域
研
究
」
と
一
九
五
五
年
の
「
文
化
攣
動
の
理
論
」
と
で
は
、
や
や
そ
の
用
語
を
異
に

す
る
が
、
そ
の
基
本
方
針
に
お
い
て
は
首
尾
一
貫
し
て
い
る
。
後
者
に
用
い
ら
れ
る
用
語
が
、
よ
り
一
暦
整
備
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
の
読

明
は
、
主
と
し
て
、
後
者
の
そ
れ
に
よ
る
こ
と
に
す
る
。

　
氏
の
理
論
構
造
の
紹
介
に
當
り
、
ま
ず
、
そ
の
基
本
概
念
と
し
て
の
、
e
個
人
、
⇔
枇
會
、
⑫
文
化
、
に
つ
い
て
、
簡
輩
な
読
明
を
必
要
と
す

る
。
そ
の
理
由
は
、
肚
會
科
學
を
艦
系
化
す
る
た
め
に
は
、
共
通
基
盤
と
し
て
現
在
か
な
り
廣
く
用
い
ら
れ
て
い
る
三
つ
の
統
合
概
念
一
暮
鵡
轟
，

　
　
　
肚
會
諸
科
學
の
統
合
研
究
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
　
　
　
（
一
四
九
）



　
　
　
　
融
會
諸
科
學
の
統
合
碑
究
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四
　
　
　
（
一
五
〇
）

試
昌
㎎
8
9
8
訂
に
つ
い
て
、
最
小
限
度
の
相
互
理
解
が
必
要
だ
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
三
つ
の
概
念
は
、
相
互
に
不
可
分
の
關
係
に
あ
り
、

し
か
も
、
相
互
に
混
同
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
關
係
に
あ
る
。

　
個
人
は
、
そ
の
肚
會
の
一
構
成
要
素
で
あ
り
、
そ
の
文
化
の
捲
い
手
で
あ
る
。
一
個
人
の
杜
會
、
文
化
的
行
動
の
研
究
は
、
必
ず
し
も
心
理
學

的
實
髄
と
し
て
の
み
、
取
扱
え
る
も
の
で
は
な
い
。
個
人
の
行
動
の
構
造
、
機
能
的
全
禮
性
を
考
察
す
る
場
合
、
そ
の
研
究
は
、
個
人
を
肚
會
的

實
饅
と
し
て
取
扱
う
。
同
じ
よ
う
に
、
個
人
の
行
動
が
統
一
化
さ
れ
る
プ
・
セ
ス
の
研
究
は
、
枇
會
文
化
的
水
準
に
お
け
る
問
題
で
あ
つ
て
、
輩

な
る
心
理
學
的
水
準
に
止
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
個
人
を
中
心
間
題
と
し
て
取
上
げ
る
場
合
に
も
、
ま
た
各
種
の
方
法
が
と
ら
れ
る
。
例
え
ば
、

文
化
お
よ
び
肚
會
が
パ
ー
ス
ナ
リ
テ
ィ
に
及
ぼ
す
影
響
を
考
察
す
る
場
合
、
そ
の
主
た
る
研
究
の
關
心
は
、
優
れ
て
心
理
學
的
な
も
の
で
あ
る

が
、
逆
に
、
バ
ー
ス
ナ
リ
テ
ィ
の
文
化
に
與
え
る
影
響
を
考
察
す
る
場
合
は
、
間
題
は
も
つ
と
複
雑
に
な
る
。
そ
の
研
究
は
、
肚
會
、
文
化
的
な

諸
條
件
の
も
と
に
お
い
て
、
よ
り
複
合
的
な
分
析
が
行
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
次
に
文
化
と
紅
會
の
關
係
に
つ
い
て
、
文
化
の
概
念
を
「
行
動
の
學
召
さ
れ
た
様
式
」
と
考
え
れ
ば
、
肚
會
は
そ
れ
に
含
ま
れ
る
一
部
で
あ
り
、

「
特
殊
の
パ
タ
ー
ン
を
も
つ
特
定
の
人
間
集
團
」
で
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
る
（
お
㎝
P
マ
。
o
。
）
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
を
含

む
一
部
の
人
類
學
者
は
「
肚
會
」
一
般
と
い
つ
た
抽
象
的
な
肚
會
の
存
在
を
否
定
し
、
肚
會
は
す
べ
て
具
艦
的
な
特
定
の
人
間
集
團
を
意
味
す
る
、

と
考
え
て
い
る
黙
で
あ
る
。
肚
會
學
者
が
祉
會
一
般
に
つ
い
て
の
理
論
構
成
を
目
論
ん
で
き
た
こ
と
に
封
し
て
、
前
記
の
人
類
學
者
の
考
え
方
は

薯
し
い
封
照
を
示
し
て
い
る
。

　
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
文
化
と
肚
會
を
以
上
の
よ
う
に
理
解
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
次
の
方
法
論
上
の
意
味
を
掬
み
と
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。

文
化
は
、
そ
れ
に
所
属
す
る
諸
々
の
杜
禽
の
基
本
的
オ
リ
エ
ソ
テ
ー
シ
ョ
ソ
を
示
す
機
能
を
も
つ
。
從
つ
て
、
文
化
の
攣
動
は
、
直
ち
に
そ
の
肚

會
の
廣
範
な
攣
動
を
惹
起
す
る
。
逆
に
、
肚
會
の
不
断
の
攣
動
は
、
そ
の
文
化
の
許
容
す
る
限
界
に
お
い
て
の
み
、
可
能
と
な
る
傾
向
を
示
す
。

こ
の
間
の
事
情
は
、
野
球
の
ル
ー
ル
と
チ
ー
ム
の
關
係
に
な
ぞ
ら
え
て
読
明
さ
れ
る
。
野
球
の
ル
ー
ル
（
丈
化
）
が
攣
化
す
れ
ば
、
野
球
の
チ
ー
ム



（
肚
會
）
は
直
ち
に
重
大
な
影
響
を
蒙
る
。
チ
ー
ム
の
勝
敗
に
よ
る
攣
邉
は
、
溢
に
、
野
球
の
ル
ー
ル
に
は
影
響
し
な
い
（
一
〇
㎝
？
や
呂
一
）
。

　
か
く
し
て
、
文
化
の
概
念
は
、
特
定
の
具
艦
的
肚
會
を
研
究
す
る
際
の
統
合
概
念
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
し
か
も
、
杜
會
の
概
念
は
、
前
者
と

同
一
の
系
列
に
属
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
と
は
明
確
に
匠
別
さ
れ
て
い
る
。
杜
會
の
攣
動
の
性
質
は
、
基
礎
的
な
文
化
に
よ
つ
て
決
定
さ
れ
、
文
化

の
用
語
に
よ
つ
て
の
み
効
果
的
に
取
扱
い
得
る
、
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
以
上
の
統
合
概
念
を
基
礎
ど
し
て
、
次
に
ス
チ
ェ
ワ
ー
ド
理
論
の
中
核
を
な
す
、
e
文
化
生
態
學
、
⇔
文
化
核
黙
、
日
肚
會
文
化
的
統

合
の
水
準
、
四
文
化
タ
イ
プ
、
の
四
つ
の
根
本
概
念
を
読
明
す
る
。

　
①
　
Q
ミ
妹
ま
塊
＆
8
9
0
Q
噂

　
文
化
生
態
學
は
「
文
化
の
環
境
に
封
す
る
適
慮
が
如
何
に
或
種
の
諸
攣
化
を
惹
起
せ
し
め
る
か
を
確
認
す
る
た
め
の
方
法
論
的
用
具
」
で
あ
る

と
定
義
さ
れ
る
（
お
蜜
や
島
）
。
環
境
の
文
化
に
封
す
る
効
力
を
理
解
す
る
た
め
の
、
開
襲
的
手
段
箒
弩
謎
註
o
号
丘
8
　
と
し
て
用
い
ら
れ
る

概
念
で
あ
る
。

　
生
態
學
国
8
δ
瞬
気
の
概
念
は
、
本
來
生
物
學
の
領
域
に
お
い
て
用
い
ら
れ
、
生
物
艦
と
環
境
と
の
相
互
關
係
の
研
究
を
そ
の
主
眼
黙
と
し
た
。

同
じ
方
針
は
人
間
杜
會
に
も
鷹
用
さ
れ
、
人
間
行
動
の
地
域
的
性
格
に
注
目
す
る
人
間
生
熊
學
国
q
目
き
⑰
8
一
鵡
鴇
が
展
開
さ
れ
た
。
こ
の
新
し

い
概
念
は
、
そ
れ
自
艦
が
目
的
で
あ
る
の
か
、
或
い
は
、
そ
れ
は
箪
な
る
一
つ
の
補
助
手
段
、
ま
た
は
、
操
作
用
具
と
し
て
用
い
ら
れ
る
の
か
、

そ
の
黙
に
つ
い
て
、
極
め
て
曖
昧
な
用
い
ら
れ
方
を
し
て
き
た
。
も
し
、
軍
な
る
操
作
用
具
と
考
え
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
正
反
封
の
二
つ
の
目

的
に
奉
仕
す
る
矛
盾
に
直
面
す
る
。
一
方
で
は
、
純
粋
に
生
物
學
的
種
と
し
て
の
人
間
の
、
襲
生
學
的
攣
種
と
生
物
學
的
機
能
を
理
解
し
よ
う
と

す
る
、
生
物
學
的
目
的
に
奉
仕
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
他
方
、
そ
れ
は
、
環
境
へ
の
適
慮
に
よ
つ
て
受
け
る
、
文
化
の
影
響
を
理
解
し
よ
う
と

す
る
、
文
化
行
動
の
解
明
の
目
的
に
も
奉
仕
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
し
か
る
に
、
肚
會
學
の
領
域
に
お
い
て
は
、
文
化
行
動
の
解
明
を
間
題
と
し
な
が
ら
も
、
そ
の
分
析
用
具
は
、
飽
く
迄
も
生
物
學
的
性
格
か
ら

　
　
　
敢
會
諸
科
學
の
統
合
研
究
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
　
　
　
（
一
五
一
）



　
　
　
　
杜
會
諸
科
學
の
統
合
研
究
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六
　
　
　
（
一
五
二
）

抜
け
出
し
て
い
な
い
。
例
え
ば
、
人
間
聚
落
国
僧
冒
昏
9
琶
日
G
巳
ξ
の
現
象
を
、
8
目
b
9
憲
o
戸
ω
琴
8
鐘
o
P
冒
戯
轟
註
9
の
生
物
學
的

概
念
で
も
つ
て
研
究
し
よ
う
と
し
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
人
間
は
、
生
物
學
で
い
う
よ
う
な
獲
生
學
的
に
作
ら
れ
た
生
物
學
的
装
置
の
み
に

よ
つ
て
、
自
然
現
象
に
反
感
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
、
む
し
ろ
、
そ
の
間
題
は
、
文
化
の
條
件
づ
け
に
よ
つ
て
形
成
さ
れ
る
パ
ー
ス
ナ
リ
テ
ィ
の

構
造
に
よ
つ
て
解
明
さ
れ
る
べ
き
間
題
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
人
間
の
杜
會
は
、
文
化
の
概
念
に
よ
つ
て
研
究
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
い
え
る
の

で
あ
る
。

　
事
實
、
近
代
國
家
に
お
け
る
ロ
ー
カ
ル
な
人
間
集
團
は
、
ロ
ー
カ
ル
な
適
慮
現
象
に
よ
つ
て
影
響
さ
れ
る
と
同
じ
程
度
に
、
よ
リ
ナ
シ
ョ
ナ
ル

な
諸
制
度
に
よ
つ
て
も
影
響
さ
れ
る
。
從
つ
て
、
そ
こ
で
行
わ
れ
る
生
態
學
的
適
慮
は
、
そ
の
文
化
の
影
響
に
よ
つ
て
強
く
色
づ
け
さ
れ
て
い

る
。
つ
ま
り
、
人
間
聚
落
の
本
性
の
分
析
は
、
文
化
、
歴
史
的
概
念
に
よ
つ
て
導
か
れ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
從
來

の
歴
史
主
義
人
類
學
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
文
化
現
象
の
解
明
を
歴
史
的
方
法
の
み
に
依
存
す
る
こ
と
も
、
亦
、
誤
つ
た
方
法
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

　
で
は
、
生
物
學
的
次
元
と
文
化
的
衣
元
と
の
差
を
、
如
何
に
塵
理
す
れ
ば
よ
い
か
。
人
間
生
態
學
の
多
く
の
學
者
が
、
こ
れ
迄
に
幾
多
の
努
力

を
沸
つ
て
き
た
の
も
、
け
だ
し
こ
の
黙
に
闘
し
て
で
あ
つ
た
。

　
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
は
、
こ
れ
に
封
し
、
全
て
の
文
化
－
環
境
的
状
況
に
慮
用
し
得
る
よ
う
な
｝
般
原
理
を
作
ろ
う
と
は
し
な
い
。
む
し
ろ
、
特
定

の
文
化
の
パ
タ
ー
ン
の
起
源
を
解
明
し
う
る
方
法
に
よ
り
強
い
關
心
を
示
す
。
ま
た
、
從
來
の
人
類
學
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
全
て
の
文
化
を
文

化
か
ら
読
明
す
る
方
法
と
も
異
つ
て
、
そ
れ
ら
の
個
々
の
文
化
を
超
越
す
る
、
普
遍
的
要
因
と
し
て
の
ロ
ー
カ
ル
な
環
境
的
因
子
に
も
關
心
を
示

す
。
つ
ま
り
、
環
境
決
定
論
と
文
化
決
定
論
と
の
、
爾
者
の
極
端
な
抽
象
性
を
否
定
し
、
限
ら
れ
た
範
園
に
お
い
て
通
用
す
る
適
慮
過
程
の
齊
U

性
を
ぽ
、
個
々
の
具
髄
的
現
象
の
う
ち
に
襲
見
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
が
文
化
生
態
學
の
根
本
理
念
で
あ
る
。
そ
し
て
へ
そ
の
際
の
主
要
な
姉
妹
概
念
と
な
る
の
が
、
次
に
あ
げ
る
「
文
化
核
瓢
」
の
新
し
い
概



念
で
あ
る
。

　
“
切
　
q
ま
騨
ま
『
9
蝕
Q
O
憶
G
る

　
文
化
核
黙
の
概
念
は
、
　
「
生
存
維
持
の
た
め
の
諸
活
動
お
よ
び
経
濟
的
手
筈
に
、
最
も
密
接
に
關
蓮
す
る
諸
要
黙
の
全
艦
的
構
成
髄
」
目
ぽ

8
切
馨
Φ
＝
暮
凶
g
9
一
Φ
彗
賃
霧
≦
ピ
9
胃
Φ
目
o
o
・
紳
o
一
〇
器
一
気
お
一
暮
8
ぎ
跨
房
蓉
①
g
o
”
9
ヨ
註
①
の
普
血
Φ
8
g
目
一
〇
畦
H
嘗
鴨
冒
Φ
暮
の
●

（
お
罫
や
。
。
“
）
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
文
化
の
全
て
の
ア
ス
ペ
ク
ト
は
、
相
互
に
機
能
的
に
關
蓮
し
合
つ
て
い
る
。
そ
の
中
か
ら
、
特
に
相
互
依

存
關
係
の
程
度
の
、
最
も
彊
く
最
も
重
要
な
も
の
を
抽
出
し
、
一
つ
の
典
型
を
構
成
し
た
も
の
が
、
こ
の
文
化
核
黙
の
概
念
に
相
當
す
る
。
そ
れ

は
、
ア
プ
リ
オ
リ
的
に
構
成
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
脛
験
的
基
礎
か
ら
出
襲
し
、
経
験
的
に
決
定
し
得
る
よ
う
な
、
祉
會
的
、
政
治
的
、
宗
敦
的

等
々
の
、
い
ろ
い
ろ
の
バ
タ
ー
ン
を
含
む
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
現
代
肚
會
に
關
し
て
は
、
そ
の
文
化
核
黙
を
複
雑
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
み
て

差
支
え
な
い
（
お
蜜
や
oo
“
）
。

　
さ
て
、
文
化
核
黙
の
概
念
の
読
明
を
、
一
感
以
上
の
程
度
に
止
め
て
お
い
て
、
次
に
、
肚
會
文
化
的
統
合
の
水
準
の
読
明
に
移
る
。

　
価
き
義
。
。
亀
。
。
o
a
s
ミ
欝
塊
＆
“
§
8
養
蔑
§

　
肚
禽
文
化
的
シ
テ
ス
ム
を
「
構
造
と
機
能
が
、
そ
の
文
化
遺
産
に
よ
つ
て
決
定
づ
け
ら
れ
る
よ
う
な
各
種
の
諸
肚
會
」
乏
定
義
す
る
（
お
蜜
や

一
8
）
。
そ
れ
は
、
経
験
的
基
礎
か
ら
出
蛋
し
た
構
成
髄
で
あ
り
、
そ
の
特
徴
は
、
6
文
化
的
傳
統
、
⇔
或
る
特
定
の
嚢
展
水
準
に
お
け
る
、
部
分

の
全
饅
に
封
す
る
關
係
、
の
二
黙
に
よ
つ
て
決
定
さ
れ
る
。
そ
の
理
由
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。
人
類
學
は
、
既
に
繰
返
し
述
べ
て
き
た
よ

う
に
、
小
数
、
軍
純
、
獅
立
、
自
給
、
同
質
の
諸
特
徴
を
示
す
未
開
肚
會
を
研
究
の
封
象
と
し
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
の
研
究
の
推
移
に

よ
り
、
未
開
肚
會
か
ら
現
代
肚
會
へ
と
近
づ
く
に
從
つ
て
、
從
來
の
諸
理
論
構
造
に
幾
多
の
改
攣
を
加
え
ね
ば
な
ら
な
く
な
つ
た
。
そ
の
一
つ
の

現
わ
れ
が
、
こ
の
肚
會
文
化
的
シ
ス
テ
ム
の
概
念
に
相
當
す
る
。
そ
の
意
昧
で
、
こ
の
概
念
は
、
肚
會
の
襲
展
過
程
に
お
け
る
一
つ
の
逐
次
的
蓮

績
8
昌
試
β
β
β
ヨ
を
示
す
。

　
　
　
杜
會
諸
科
學
の
統
合
研
究
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
　
　
　
（
一
五
三
）



　
　
　
肚
會
諸
科
學
の
統
合
研
究
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八
　
　
　
（
一
五
四
）

　
と
こ
ろ
で
、
杜
會
の
襲
展
過
程
に
つ
い
て
は
、
從
來
多
く
の
學
者
の
分
類
法
が
提
起
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
は
、
軍

な
る
分
類
の
た
め
分
類
法
を
提
起
し
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
い
。
彼
の
意
圖
は
、
相
互
に
比
較
し
得
る
共
通
の
箪
位
を
設
定
し
よ
う
と
す
る
方
法

論
的
用
具
を
構
成
す
る
こ
と
に
あ
る
。
し
か
も
、
経
験
的
基
礎
か
ら
出
襲
し
、
具
髄
的
に
實
誰
さ
れ
得
る
範
園
内
に
そ
の
分
類
法
を
止
め
る
。
從

つ
て
、
か
つ
て
の
一
系
的
進
化
論
者
の
よ
う
に
、
ア
プ
リ
オ
リ
的
に
設
定
さ
れ
た
軍
な
る
論
理
的
構
成
艦
で
は
な
く
、
問
題
別
に
、
具
髄
的
に
老

察
し
得
る
よ
う
な
諸
レ
ヴ
ェ
ル
を
設
定
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
水
準
設
定
の
要
件
は
次
の
よ
う
に
読
咀
さ
れ
る
。
水
準
の
設
定
に
よ
つ
て
、
そ
れ
以
前
と
そ
れ
以
後
が
、
質
的
に
異
る
新
し
い
統
合
性
を
示
す

よ
う
な
、
そ
う
い
つ
た
一
つ
の
全
饅
性
が
、
各
々
の
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
い
て
構
成
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
（
一
〇
㎝
ρ
り
憲
）
。
し
か
も
、
一
つ
の
水
準
を

設
定
す
る
と
、
そ
の
水
準
を
、
よ
り
具
艦
的
な
下
位
水
準
に
引
下
げ
て
、
調
査
研
究
の
實
施
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
一
例
を
示
そ
う
。

O
目
＄
二
W
器
置
留
8
9
常
嘗
一
昌
＆
四
房
は
、
氏
の
分
類
法
に
よ
る
と
、
最
も
低
位
の
家
族
の
水
準
に
お
い
て
統
合
し
て
い
る
人
間
集
團
の
一

つ
で
あ
る
。
彼
等
は
、
そ
の
生
存
の
た
め
の
環
境
と
、
そ
れ
に
利
用
で
き
る
技
術
と
の
二
つ
の
條
件
ー
こ
れ
を
文
化
生
態
學
的
過
程
と
呼
ぶ
こ

と
は
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
ー
に
よ
つ
て
、
そ
の
各
々
の
家
族
を
相
互
に
孤
立
さ
せ
、
自
給
自
足
的
に
殆
ん
ど
全
て
の
文
化
的
諸
活
動
を
そ
の

家
族
内
で
完
了
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
も
、
時
に
は
諸
家
族
の
蓮
合
に
よ
つ
て
、
か
な
り
の
規
模
の
共
同
狩
猟
が
行
わ
れ
る
が
、
そ
の
こ

と
に
よ
つ
て
も
、
接
大
家
族
、
種
族
、
村
落
、
そ
の
他
の
、
高
位
の
水
準
で
統
合
さ
れ
る
肚
會
文
化
的
シ
ス
テ
ム
を
促
進
す
る
よ
う
な
恒
久
的
な

團
結
力
を
齎
ら
す
迄
に
は
到
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
人
間
集
團
を
、
家
族
水
準
で
統
合
し
て
い
る
肚
會
文
化
的
シ
ス
テ
ム
と
よ
ぶ
（
お
舞
o
置

o
げ
鎚
℃
“
O
）
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
人
間
集
團
が
、
現
代
國
家
の
統
制
、
支
配
の
も
と
に
組
入
れ
ら
れ
る
と
、
そ
れ
は
、
い
ま
迄
と
は
異
つ
た
水
準
で
統

合
さ
れ
る
よ
う
に
攣
化
す
る
。

　
肚
會
文
化
的
に
統
合
し
た
一
つ
の
シ
ス
テ
ム
が
、
他
の
一
つ
の
シ
ス
テ
ム
と
接
鰯
す
る
と
、
そ
こ
に
は
、
二
つ
の
シ
ス
テ
ム
の
内
的
攣
化
が
ひ



き
お
こ
さ
れ
る
。
こ
の
現
象
は
、
文
化
攣
容
毎
8
三
言
轟
註
9
と
し
て
、
研
究
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
の
分
析
方
法
は
、
項
目
主
義
、
非

動
態
的
性
格
の
た
め
に
批
到
さ
れ
た
。
そ
の
批
到
に
答
え
る
た
め
に
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
は
、
よ
り
動
態
的
な
方
法
を
提
起
し
よ
5
と
す
る
。

　
未
開
肚
會
は
、
全
艦
的
肚
會
と
し
て
も
小
規
模
で
あ
り
、
ま
た
孤
立
し
て
い
て
統
合
の
度
合
も
強
い
。
從
つ
て
、
そ
こ
に
生
活
す
る
人
間
の
諸

行
動
は
、
一
定
の
類
型
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
が
容
易
で
あ
る
。
も
し
、
か
か
る
杜
會
が
他
の
異
種
の
文
化
と
棲
鰯
す
る
と
、
そ
の
各
々
の
統
合

の
強
度
、
統
合
の
水
準
の
相
違
に
よ
つ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
凋
自
の
文
化
攣
容
を
起
す
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
帥
ち
、
異
種
の
二
つ
の
文
化
が
接
鰯
、

統
合
す
る
過
程
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
の
構
造
、
機
能
的
側
面
に
お
い
て
誘
稜
さ
れ
る
諸
緊
張
に
よ
つ
て
表
現
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
こ
で
、
文
化
攣
容
の
問
題
に
關
し
て
も
、
接
、
鰯
以
前
の
文
化
の
歌
態
が
如
何
な
る
レ
ヴ
ェ
ル
で
統
合
さ
れ
て
い
た
か
、
如
何
な
る
彊
度
の
統

合
が
そ
こ
に
み
ら
れ
た
か
等
の
諸
黙
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
そ
の
後
の
文
化
攣
容
に
封
す
る
新
し
い
理
論
構
成
の
途
を
開
く
。

　
ス
チ
ュ
ワ
！
ド
が
あ
げ
る
三
つ
の
實
例
を
紹
介
し
よ
う
。

　
前
に
述
べ
た
、
シ
ョ
シ
ョ
ー
二
・
イ
ン
デ
ィ
ヤ
ン
は
、
他
の
諸
イ
ン
デ
ィ
ヤ
ソ
と
異
り
、
家
族
水
準
で
統
合
し
て
い
た
の
で
、
白
人
と
の
接
鰯

に
お
い
て
も
、
他
の
イ
ソ
デ
ィ
ヤ
ソ
と
は
異
り
、
李
易
に
葛
藤
も
な
く
自
由
に
白
人
瀧
會
に
順
感
し
た
。
こ
れ
に
比
較
し
て
、
他
の
イ
ソ
デ
ィ
ヤ

ン
、
特
に
種
族
の
水
準
で
統
合
し
て
い
た
イ
ソ
デ
ィ
ヤ
ン
は
、
種
族
共
同
艦
の
集
團
凝
結
性
に
よ
つ
て
、
各
個
人
は
容
易
に
白
人
杜
禽
に
順
鷹
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
（
一
〇
蜜
℃
り
9
占
oo
）
。

　
イ
ン
カ
帝
國
が
ス
ペ
イ
ソ
人
に
征
服
さ
れ
た
時
、
そ
こ
に
起
つ
た
文
化
攣
容
は
、
次
の
こ
と
が
ら
を
示
し
て
い
る
。
當
時
、
イ
ン
カ
帝
國
は
、

統
治
機
構
が
極
め
て
完
備
し
て
い
た
。
し
か
し
、
國
家
的
機
構
と
は
別
に
、
地
域
枇
會
の
・
ー
カ
ル
な
濁
自
の
生
活
類
型
が
、
前
者
と
矛
盾
す
る

　
　
　
　
　
　
　
ロ

こ
と
な
く
並
列
的
に
存
在
し
た
。
印
ち
、
國
家
的
統
治
機
構
と
は
別
に
、
地
域
杜
會
の
水
準
で
統
合
す
る
杜
會
文
化
的
シ
ス
テ
ム
が
、
イ
ソ
カ
帝

國
に
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
に
、
ス
ペ
イ
ン
の
新
し
い
支
配
者
が
侵
入
し
た
結
果
、
國
家
的
統
治

機
構
に
激
攣
を
ひ
き
お
こ
し
た
が
、
杜
會
文
化
的
シ
ス
テ
ム
の
低
位
の
水
準
で
は
、
さ
し
た
る
攣
化
は
お
こ
ら
な
か
つ
た
（
一
〇
鍔
づ
や
㎝
o。
占
。
）
。

　
　
　
肚
會
諸
科
學
の
統
合
研
究
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九
　
　
　
（
一
五
五
）



　
　
　
吐
會
諸
科
學
の
統
合
研
究
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
〇
　
　

（
一
五
六
）

　
と
こ
ろ
が
、
カ
リ
ブ
海
周
邊
文
化
9
器
目
日
6
胃
ま
宮
聾
○
巳
言
8
に
お
い
て
は
、
同
じ
ス
ペ
イ
ン
人
の
征
服
に
よ
つ
て
、
イ
ン
カ
の
場
合

と
は
全
く
異
つ
た
結
果
が
生
じ
た
。
征
服
當
時
、
例
え
ば
、
パ
ナ
マ
地
峡
の
ク
ソ
ナ
・
ク
エ
バ
・
イ
ソ
デ
ィ
ヤ
ソ
O
眉
β
㌣
O
器
冨
冒
象
嘗
。。
は
、

精
巧
な
國
家
組
織
を
有
し
て
い
た
。
そ
こ
で
は
、
全
國
に
わ
た
つ
て
身
分
的
上
下
關
係
が
嚴
密
に
規
定
さ
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
階
暦
の
全
國
的
な

　
　
　
　
　
　
　
の

組
織
が
存
在
し
て
い
た
。
そ
こ
ヘ
ス
ペ
イ
ソ
の
支
配
者
が
侵
入
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
そ
れ
迄
の
階
暦
的
序
列
が
全
面
的
に
破
壌
ざ
れ
た
。
そ
の

結
果
、
ク
ソ
ナ
・
イ
ン
デ
ィ
ヤ
ソ
は
ス
ペ
イ
ソ
人
の
目
の
と
ど
か
な
い
リ
ー
ジ
ョ
ソ
に
移
住
し
、
そ
こ
で
再
び
、
地
域
杜
會
を
基
盤
と
す
る
フ
ォ

ー
ク
杜
會
の
生
活
に
逆
韓
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
か
つ
て
の
ク
ソ
ナ
・
イ
ソ
デ
ィ
ヤ
ン
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
水
準
で
統
合
さ
れ
て
い
た
の
で
、
そ
れ

を
破
壌
さ
れ
る
こ
乏
に
よ
り
、
フ
ォ
ー
ク
の
水
準
へ
の
U
8
巳
言
轟
試
自
を
起
し
た
の
で
あ
る
（
お
蜜
唱
り
α
？
臼
）
。

　
以
上
、
家
族
、
地
域
肚
會
、
國
家
、
の
三
つ
の
水
準
で
ひ
き
お
こ
さ
れ
た
文
化
攣
容
の
實
例
を
示
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
在
み
ら
れ
る
と

こ
ろ
の
廣
い
意
味
で
の
文
化
墜
容
は
、
も
は
や
、
現
代
肚
會
の
肚
會
文
化
的
シ
ス
テ
ム
の
分
析
な
し
に
は
到
底
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の

理
由
は
、
か
く
も
異
質
化
し
複
雑
化
し
た
現
代
肚
會
は
、
そ
の
下
位
文
化
と
上
位
文
化
の
不
断
の
文
化
攣
容
に
よ
つ
て
、
特
色
づ
け
ら
れ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
現
代
肚
會
に
お
い
て
は
、
諸
行
動
類
型
は
、
人
々
、
或
は
肚
會
の
特
定
集
團
に
よ
つ
て
具
髄
的
に
示
さ
れ
る
。
し
か
も
、
そ
の
行

動
類
型
の
構
造
と
機
能
は
、
特
定
集
團
自
饅
に
よ
つ
て
影
響
さ
れ
る
。
從
つ
て
、
そ
の
場
合
の
分
析
用
具
と
な
る
敢
會
文
化
的
ユ
ニ
ッ
ト
は
、
生

物
學
的
、
心
理
學
的
お
よ
び
文
化
的
現
象
に
全
的
に
還
元
し
え
な
い
組
織
龍
の
も
ろ
も
ろ
の
水
準
を
代
表
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
ぢ
零
や
一
。
o。
）
。

　
こ
れ
ら
の
水
準
は
、
相
互
に
關
蓮
し
て
一
つ
の
組
織
的
全
髄
を
形
成
し
て
い
る
の
で
、
現
代
肚
會
の
分
析
に
は
、
諸
水
準
で
行
わ
れ
る
分
析
と
、

そ
の
全
髄
性
と
の
關
係
の
、
爾
者
の
綜
合
的
分
析
が
必
要
と
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
現
代
枇
會
の
人
類
學
的
研
究
に
つ
い
て
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
は
現
代
肚
會
の
全
髄
性
を
、
e
垂
直
的
、
⇔
水
李
的
、
日
公
的
諸
制
度
、

の
三
つ
の
シ
グ
メ
ソ
ト
に
分
け
て
考
察
し
よ
う
と
す
る
（
這
㎝
ρ
サ
け
㎝
）
。

　
ま
ず
、
第
一
の
部
門
は
、
地
域
杜
會
、
近
隣
集
團
、
同
一
世
帯
集
團
、
そ
の
他
の
特
殊
集
團
を
含
む
ロ
ー
カ
ル
な
ユ
ニ
ッ
ト
を
さ
す
。
第
二
の



部
門
は
、
階
級
、
職
業
、
人
種
、
そ
の
他
の
全
國
的
に
散
在
す
る
同
質
的
諸
集
團
を
さ
す
。
第
三
の
部
門
は
、
貨
幣
、
銀
行
、
商
取
引
、
法
律
、
・

敢
育
、
軍
事
、
宗
教
、
そ
の
他
の
全
國
的
に
機
能
す
る
公
的
な
諸
制
度
を
さ
す
。

　
か
く
し
て
、
三
つ
の
シ
グ
メ
ン
ト
に
大
別
さ
れ
た
肚
會
文
化
的
全
艦
を
、
取
上
げ
ら
れ
る
個
々
の
間
題
に
慮
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
適
切
な
三
つ

の
組
合
せ
か
ら
研
究
し
て
い
こ
う
と
す
る
。
こ
の
基
本
方
針
の
利
貼
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。
取
上
げ
ら
れ
る
間
題
が
、
三
つ
の
シ
グ
メ

ン
ト
の
ど
れ
に
關
蓮
す
る
か
に
よ
つ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
シ
グ
メ
ソ
ト
の
專
門
學
者
と
の
間
に
協
力
關
係
を
打
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、

肚
會
諸
科
學
の
協
同
研
究
の
髄
制
を
、
や
や
圖
式
的
に
明
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
協
同
研
究
の
具
髄
的
展
開
は
ま
だ
確
固
た
る
業
績
を

あ
げ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
多
く
の
経
験
と
試
行
錯
誤
に
よ
つ
て
、
こ
の
種
の
方
法
の
將
來
の
襲
展
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
（
旨
蜜

や
目
O
）
。
（
こ
の
鮎
に
關
し
、
す
で
に
レ
ッ
ド
フ
ィ
ー
ル
ド
等
に
よ
り
、
そ
の
圖
式
的
な
性
格
と
、
現
實
は
こ
の
三
つ
の
シ
グ
メ
ソ
ト
に
明
確
に
匠
別
で
き
な
い
鮎

で
、
激
し
て
批
判
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
九
十
九
里
濱
調
査
に
お
い
て
も
、
　
三
つ
の
シ
グ
メ
ン
ト
の
蝕
り
の
複
合
性
の
た
め
に
、
　
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
の
い
う
よ
う
な
明

解
な
協
同
硯
究
髄
制
の
確
立
は
、
お
よ
そ
困
難
な
事
柄
で
あ
つ
た
。
）

　
か
く
し
て
、
統
合
水
準
の
概
念
で
も
つ
て
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
は
現
代
肚
會
に
關
す
る
文
化
人
類
學
的
研
究
を
、
次
の
三
黙
か
ら
再
構
成
す
る
。

e
幼
見
訓
練
の
結
果
と
し
て
の
パ
ー
ス
ナ
リ
テ
ィ
特
性
を
、
家
族
お
よ
び
地
域
肚
會
の
水
準
に
お
い
て
考
察
す
る
。
㊧
同
一
の
國
家
的
諸
制
度
に

参
加
す
る
限
り
に
お
け
る
、
全
人
民
の
共
通
行
動
を
老
察
す
る
。
但
し
、
そ
れ
か
ら
諸
制
度
の
影
響
力
は
、
各
肚
會
集
團
に
よ
つ
て
相
違
す
る
。

目
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
コ
ン
の
，
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
影
響
よ
り
生
じ
る
公
分
母
を
老
察
す
る
。
但
し
そ
の
文
匙
酌
影
響
は
、
國
家
的
規
模
に
お
い
て

測
定
す
る
方
法
を
も
た
な
い
。
そ
れ
は
、
下
位
文
化
の
コ
ン
テ
ッ
ク
ス
ト
に
お
“
て
機
能
す
る
故
に
、
各
下
位
文
化
の
精
密
な
民
族
誌
的
分
析
か

ら
確
認
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
（
這
鍔
箸
・
畠
占
o
）
。

　
こ
の
三
黙
か
ら
の
考
察
の
方
法
は
、
前
述
の
三
つ
の
シ
グ
メ
ン
ト
の
考
え
方
と
一
致
す
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
も
、
そ
の
圖
式
的
な
性
格
は
覆

う
べ
く
も
な
い
。
そ
の
黙
は
、
彼
も
明
瞭
に
意
識
し
て
い
る
ふ
し
が
あ
る
。
「
國
家
的
文
化
は
、
多
元
的
な
諸
側
面
を
も
つ
。
そ
れ
を
、
そ
の
全
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艦
性
に
お
い
て
研
究
す
る
に
は
、
な
お
非
常
に
多
く
の
研
究
方
法
が
用
い
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
（
一
3
9
マ
躍
）
。
（
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
は
、
昨
年
四
月
よ

り
、
奈
良
縣
天
理
市
郊
外
の
一
農
村
部
落
の
調
査
研
究
に
從
事
し
、
同
年
八
月
下
旬
、
　
一
た
ん
露
國
し
た
。
同
現
地
調
査
の
参
加
者
、
本
塾
出
身
、
松
本
幹
雄
氏
に

よ
れ
ば
、
同
農
村
部
落
と
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
レ
ヴ
ェ
ル
と
σ
關
係
の
操
作
に
つ
い
て
、
　
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
は
極
め
て
愼
重
な
態
度
を
と
り
、
敷
ヵ
月
の
調
査
に
ょ

つ
て
直
ち
に
そ
の
問
題
に
手
を
つ
け
よ
う
と
は
し
な
か
つ
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
問
題
の
む
ず
か
し
さ
を
雄
辮
に
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
の

諸
丈
献
に
關
し
、
松
本
氏
よ
り
幾
多
の
便
宜
が
與
え
ら
れ
た
こ
と
を
、
あ
わ
せ
て
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。
）

　
次
に
、
以
上
の
根
本
方
針
に
基
い
て
、
具
髄
的
に
實
施
さ
れ
た
プ
エ
ル
ト
・
リ
コ
の
研
究
を
紹
介
す
る
（
お
㎝
。
・
①
呂
・
魯
琶
・
宅
・
一
3
㎝
・
Φ
聲

魯
巷
・
旨
）
。
そ
こ
で
、
ど
の
よ
う
な
協
同
研
究
す
旨
。
。
言
身
が
行
わ
れ
た
か
、
或
は
、
協
同
研
究
か
ら
綜
合
研
究
旨
色
試
象
豊
嘗
畠
昌

碧
讐
8
9
へ
、
綜
合
研
究
か
ら
統
合
研
究
口
言
旨
一
零
首
一
ぽ
帥
昌
碧
胃
o
舘
げ
へ
と
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
の
理
想
と
す
る
よ
う
な
調
査
研
究
が
行

わ
れ
得
た
か
、
ど
う
か
。
注
目
し
た
い
と
思
う
。
つ
ま
り
、
地
域
研
究
の
理
論
と
實
際
を
愼
重
に
検
討
し
よ
う
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　
プ
エ
ル
ト
・
リ
コ
は
、
カ
リ
ブ
海
に
位
置
す
る
西
印
度
諸
島
の
一
つ
に
あ
た
り
、
現
在
、
米
領
に
属
す
。
人
口
二
二
〇
萬
。
島
内
に
は
土
着
イ

ン
デ
ィ
ヤ
ン
、
ニ
グ
ロ
、
ス
ペ
イ
ソ
系
白
人
、
米
人
等
の
多
種
多
様
の
人
種
が
生
活
し
、
そ
の
混
血
の
程
度
も
高
い
。

　
プ
エ
ル
ト
・
リ
コ
の
地
域
研
究
を
實
施
す
る
に
當
り
、
吹
の
四
項
目
に
わ
た
る
基
礎
知
識
が
必
要
と
さ
れ
た
。
e
基
礎
的
諸
制
度
ー
基
本
生

産
物
、
経
濟
、
貿
易
關
係
、
法
律
髄
制
、
政
治
組
織
、
政
治
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
！
、
そ
れ
に
關
蓮
す
る
哲
學
お
よ
び
文
化
的
諸
債
値
、
宗
教
的
組
織

お
よ
び
そ
の
教
義
、
全
髄
的
肚
會
構
造
、
教
育
髄
制
、
⇔
既
存
の
諸
調
査
研
究
、
⑫
言
語
、
四
文
化
の
歴
史
。

　
現
地
調
査
の
手
順
は
、
e
島
内
踏
査
お
よ
び
地
域
肚
會
の
選
定
、
⇔
地
域
肚
會
の
研
究
、
㊧
地
域
肚
會
と
島
全
髄
と
の
關
係
の
分
析
、
の
三
段

階
に
分
か
れ
る
。

　
地
域
杜
會
選
定
の
理
論
的
基
礎
と
し
て
、
ス
ペ
イ
ソ
系
文
化
の
遺
産
、
お
よ
び
ロ
ー
カ
ル
な
環
境
の
、
二
つ
の
要
素
を
考
慮
す
る
。
つ
ま
り
、

文
化
生
態
學
的
諸
條
件
を
老
慮
に
入
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
、
e
生
産
の
基
本
的
差
異
、
口
土
地
使
用
お
よ
び
土
地
所
有
駄
況
、
㊧
地
域



肚
會
別
人
口
数
、
の
三
黙
に
つ
い
て
資
料
を
牧
集
す
る
。
そ
の
資
料
に
基
き
、
四
つ
、
或
は
五
つ
の
原
則
的
な
リ
ー
ジ
コ
ナ
ル
・
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
が
襲
見
さ
れ
る
。
そ
の
各
々
の
リ
ー
ジ
ョ
ン
に
封
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
の
地
域
杜
會
を
選
定
す
る
。
そ
の
結
果
、
e
砂
糖
黍
生
産
i
南

岸
、
土
地
共
同
所
有
、
大
規
模
灌
瀧
、
機
械
化
、
勢
働
者
、
常
倒
支
配
人
、
㊧
砂
糖
製
造
－
北
岸
、
土
地
政
府
所
有
、
工
場
政
府
所
有
、
灌
概

な
し
、
機
械
稀
少
、
螢
働
者
、
日
コ
ー
ヒ
生
産
ー
西
部
山
間
部
、
ス
ペ
イ
ン
系
白
人
の
集
中
的
大
土
地
所
有
、
機
械
化
の
歓
除
、
所
有
主
封
從

業
員
の
傳
統
的
封
人
關
係
、
四
タ
バ
コ
お
よ
び
雑
穀
生
産
－
中
部
山
間
部
、
土
地
小
規
模
個
人
所
有
、
の
四
つ
の
枇
會
文
化
的
シ
グ
メ
ソ
ト

が
、
研
究
封
象
に
選
定
さ
れ
た
。
そ
れ
以
外
に
、
主
要
都
市
、
サ
ン
ホ
ア
ソ
市
の
上
流
階
級
の
特
殊
研
究
が
附
加
さ
れ
た
。

　
調
査
の
方
法
は
、
普
通
の
民
族
誌
學
的
方
法
が
と
ら
れ
、
資
料
を
整
理
す
る
た
め
に
、
四
〇
の
主
要
調
査
項
目
が
定
め
ら
れ
た
。
調
査
技
術

は
、
直
接
面
接
、
個
人
歴
牧
集
、
参
與
者
観
察
、
古
老
面
談
、
古
文
書
、
記
録
、
文
書
等
が
用
い
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
調
査
の
最
絡
段
階
に
到

り
、
質
問
紙
法
に
よ
る
量
化
の
方
法
が
と
ら
れ
た
。
（
九
＋
九
里
濱
調
査
に
お
い
て
も
、
既
に
本
書
の
出
版
さ
れ
る
以
前
に
、
以
上
と
全
く
同
じ
調
査
方
法
、

調
査
技
術
が
用
い
ら
れ
た
。
）

　
現
地
調
査
は
、
ま
た
、
歴
史
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
つ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
た
。
特
に
、
一
八
九
八
年
、
當
地
域
が
ア
メ
リ
カ
の
支
配
下
に
入
つ
た

以
後
の
攣
化
に
焦
黙
を
合
せ
な
が
ら
、
地
域
肚
會
の
研
究
が
績
け
ら
れ
た
。

　
次
に
、
第
三
段
階
の
島
全
髄
の
分
析
が
行
わ
れ
た
。
肚
會
文
化
的
ユ
ニ
ッ
ト
と
し
て
の
プ
エ
ル
ト
・
リ
コ
は
、
e
四
つ
の
杜
會
文
化
的
シ
グ
メ

ソ
ト
、
⇔
公
的
諸
制
度
、
の
相
互
に
依
存
す
る
二
種
の
部
分
と
し
て
考
察
さ
れ
る
。
前
者
は
、
全
髄
的
杜
會
構
造
を
構
成
し
、
後
者
は
、
そ
の
杜

會
の
結
合
と
規
制
の
カ
を
構
成
す
る
。
そ
の
意
昧
で
、
前
者
は
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・
・
ー
カ
ル
な
、
後
者
は
、
フ
ォ
ー
マ
ル
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な

側
面
を
現
わ
す
。
し
か
も
爾
者
は
、
明
瞭
に
匿
別
さ
れ
る
が
、
同
時
に
、
相
互
補
完
的
關
係
と
し
て
把
握
さ
れ
る
。
同
様
に
、
前
者
は
、
ロ
ー
カ

ル
な
制
度
的
行
動
を
取
扱
い
、
後
者
は
、
制
度
の
原
則
的
特
質
の
分
析
を
捲
當
す
る
。

　
以
上
の
二
黙
に
分
け
で
分
析
す
る
利
黙
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。
e
肚
會
文
化
シ
グ
メ
ン
ツ
を
確
認
し
、
⇔
統
合
研
究
へ
の
途
を
開
く
。
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現
地
調
査
完
了
後
、
調
査
ス
タ
ッ
フ
は
、
各
々
の
シ
グ
メ
ソ
ト
の
相
違
に
つ
い
て
、
長
期
に
わ
た
り
討
論
す
る
。
そ
の
相
違
の
原
因
に
關
蓮
し

て
、
文
化
生
態
學
的
諸
條
件
を
確
認
す
る
。
次
に
、
そ
れ
ら
の
相
違
を
認
め
な
が
ら
も
、
そ
れ
ら
を
、
同
一
の
公
的
諸
制
度
に
關
蓮
せ
し
め
、
な

お
か
つ
諸
制
度
に
つ
い
て
の
專
門
諸
學
者
と
、
そ
の
問
題
に
つ
い
て
、
統
合
的
な
研
究
、
分
析
を
行
う
。

　
そ
れ
ら
の
シ
グ
メ
ン
ツ
は
、
全
饅
的
肚
會
構
造
を
作
り
あ
げ
る
た
め
に
、
e
交
易
、
訪
間
、
娯
樂
等
に
よ
る
各
リ
ー
ジ
ョ
ン
間
の
相
亙
接
鰯
、

◎
諸
地
域
肚
會
に
ま
た
が
る
肚
會
諸
階
級
、
等
の
幾
多
の
方
法
に
よ
つ
て
相
五
に
關
係
す
る
。

　
ま
た
島
が
一
つ
の
全
髄
と
し
て
規
則
さ
れ
る
の
は
、
幾
多
の
公
的
諸
制
度
の
結
果
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
法
的
、
行
政
的
シ
ス
テ
ム
、
政
窯
、

勢
働
組
合
、
教
育
饅
制
、
教
會
組
織
お
よ
び
そ
の
教
義
、
軍
隊
、
或
種
の
組
織
的
ス
ポ
ー
ッ
、
換
金
穀
物
お
よ
び
製
造
物
の
分
配
、
貨
幣
盟
制
、

銀
行
組
織
、
信
用
制
度
等
が
、
そ
れ
に
相
當
す
る
。
こ
れ
ら
の
諸
制
度
は
、
各
地
域
杜
會
に
滲
透
し
て
お
り
底
知
れ
な
い
影
響
を
與
え
て
い
る
。

從
つ
て
、
そ
れ
ら
諸
制
度
分
影
響
力
を
無
覗
し
て
は
、
地
域
祉
會
の
研
究
は
誠
に
不
完
全
極
ま
る
も
の
と
な
る
。
（
こ
の
鮎
に
關
し
て
は
、
九
＋
九
里

濱
調
査
に
お
い
て
も
細
心
の
注
意
が
梯
わ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
，
こ
れ
ら
諸
制
度
の
、
九
十
九
里
濱
に
お
け
る
諸
機
能
を
丹
念
に
追
求
す
る
こ
と
は
、
ま
た
非
常

に
困
難
で
も
あ
つ
た
。
そ
の
原
因
は
、
制
度
的
複
合
の
程
度
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
統
合
的
硯
究
と
し
て
の
九
十
九
里
濱
調
査
は
、
日
本
に
お
け
る
目
下
の
調

査
研
究
の
一
つ
の
限
界
鮎
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。
し
か
も
、
調
査
研
究
費
そ
の
他
の
事
情
が
許
せ
ば
、
　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
、
よ
り
大
規
模
な
調
査
計
甕

の
立
案
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
）

　
と
こ
ろ
で
、
公
的
な
諸
制
度
の
地
域
肚
會
に
封
す
る
影
響
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
諸
制
度
の
ロ
ー
カ
ル
な
表
現
を
と
る
。
例
え
ば
、
全
島
経
濟
、
國

際
市
場
、
信
用
制
度
の
源
泉
は
換
金
穀
物
生
産
お
よ
び
そ
の
取
引
と
し
て
、
婚
姻
お
よ
び
相
績
法
は
結
婚
お
よ
び
家
族
と
し
て
、
教
育
制
度
お
よ

び
マ
ス
・
コ
、
・
」
ニ
ケ
｝
シ
ョ
ン
・
メ
デ
ィ
ヤ
は
學
校
お
よ
び
學
脅
と
し
て
、
政
府
の
保
健
封
策
は
病
院
、
書
師
、
呪
術
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
獅

自
の
・
L
カ
ル
な
表
現
を
と
る
（
一
〇
蜜
マ
8
）
。
し
か
も
、
爾
者
は
明
白
に
歴
別
さ
れ
る
が
、
同
時
に
相
互
補
完
的
關
係
に
立
つ
。

　
以
上
の
相
違
は
、
ま
た
、
次
の
よ
う
に
分
析
さ
れ
る
。
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
文
化
的
業
績
は
、
フ
ォ
ー
ク
杜
會
の
そ
れ
と
明
白
に
匝
別
さ
れ
る
が
、



爾
者
の
間
に
は
機
能
的
な
關
係
が
成
立
す
る
。
前
者
は
最
高
度
の
知
的
、
美
學
業
績
を
さ
し
、
後
者
は
フ
ォ
ー
ク
枇
會
の
傳
統
的
、
定
着
的
業
績

を
さ
す
。
ま
た
、
爾
者
の
震
生
、
傳
達
、
機
能
は
相
互
に
相
達
す
る
。
前
者
は
上
流
階
級
と
の
關
係
に
お
い
て
、
後
者
は
孤
立
的
ブ
ォ
ー
ク
肚
會

と
の
關
係
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
有
意
の
分
析
が
可
能
と
な
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
爾
者
は
完
全
に
断
絶
し
た
二
つ
の
異
種
艦
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。

　
ナ
シ
・
ナ
ル
な
類
型
は
、
上
流
階
級
の
も
つ
獅
自
の
下
位
文
化
と
し
て
、
歴
史
的
に
も
他
の
階
級
と
は
異
つ
た
側
面
を
も
つ
類
型
と
し
て
理
解

さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
富
の
多
寡
、
枇
會
的
地
位
の
上
下
の
み
な
ら
ず
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
諸
制
度
と
の
特
殊
の
關
係
、
権
力
構
造
に
お
け
る
特
殊

の
役
割
等
に
よ
つ
て
も
凋
自
の
類
型
を
保
持
し
て
き
た
。
ま
た
、
地
縁
的
條
件
に
よ
つ
て
統
合
す
る
こ
と
は
稀
れ
で
あ
り
、
多
分
に
コ
ス
モ
ポ
リ

タ
ン
的
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
、
一
つ
の
上
流
階
級
文
化
、
と
よ
ぶ
に
適
わ
し
い
獅
自
の
文
化
を
形
成
す
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ヶ
ー
シ
ョ
ン
の
焚
達
等
に
よ
つ
て
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
文
化
的
業
績
は
、
廣
く
中
産
階
級
、
螢
働
者
階
級
に
も
使

用
さ
れ
得
る
よ
う
に
な
つ
た
。
そ
れ
は
、
服
飾
、
趣
味
そ
の
他
に
よ
つ
て
、
す
で
に
経
験
濟
み
の
こ
と
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
爾
者
の
關
係
は
、

断
絶
か
ら
接
近
へ
、
接
近
か
ら
融
合
へ
、
の
輻
合
過
程
を
通
し
て
相
互
に
機
能
し
合
う
關
係
に
あ
る
。

　
以
上
の
機
能
的
關
係
は
、
次
に
攣
動
の
側
面
か
ら
分
析
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
服
飾
の
流
行
現
象
に
つ
い
て
、
國
際
的
な
攣
化
は
、
直
ち
に
そ
れ

ぞ
れ
の
上
流
階
級
に
波
及
し
、
そ
れ
ら
は
ま
た
、
上
流
階
級
か
ら
中
産
階
級
、
螢
働
階
級
へ
と
、
下
降
の
傾
向
を
示
す
。

　
プ
エ
ル
ト
・
リ
コ
の
攣
動
を
と
り
あ
げ
る
際
に
も
、
そ
の
攣
動
は
、
プ
エ
ル
ト
・
リ
コ
内
部
に
お
い
て
完
結
す
る
間
題
で
は
な
い
。
當
地
で
の

顯
著
な
攣
動
の
経
路
は
、
サ
ン
ホ
ア
ン
市
に
居
佳
す
る
上
流
階
級
が
、
北
米
合
衆
國
に
密
接
に
關
蓮
し
て
い
る
事
實
か
ら
分
析
さ
れ
る
。

　
以
上
、
プ
エ
ル
ト
・
リ
コ
を
一
例
と
す
る
、
統
合
的
地
域
研
究
の
具
饅
例
を
示
し
て
き
た
。
そ
の
理
想
的
な
分
析
方
法
は
、
e
文
化
の
歴
史
、

⇔
諸
地
域
肚
會
の
研
究
、
⑫
諸
比
較
研
究
1
ω
肚
會
組
織
、
働
超
自
然
観
お
よ
び
教
會
、
脚
政
府
お
よ
び
政
治
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
働
経
濟
、

　
　
　
肚
會
諸
科
學
の
統
合
研
究
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
　
　
　
（
一
六
一
）



　
　
　
杜
會
諸
科
學
の
統
合
研
究
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六
　
　
　
（
一
六
二
）

ω
肚
會
化
、
四
公
的
諸
制
度
、
国
通
文
化
的
安
當
性
に
つ
い
て
の
綜
合
と
諸
假
読
、
の
五
つ
の
段
階
に
わ
け
て
考
察
さ
れ
る
（
一
。
蜜
マ
一
ミ
）
。

こ
こ
で
は
重
複
を
避
け
る
た
め
に
、
最
後
の
項
目
に
つ
い
て
の
み
読
明
す
る
。

　
地
域
研
究
は
、
す
で
に
一
専
門
科
學
た
る
資
格
を
も
つ
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
》
8
暫
q
謎
o
首
一
日
Φ
は
、
文
化
の
歴
史
、

肚
會
丈
化
的
シ
グ
メ
ン
ツ
、
公
的
諸
制
度
の
ロ
ー
カ
ル
な
表
現
に
お
け
る
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
全
島
に
わ
た
る
公
的
諸
制
度
、
に
つ
い
て
の
諸

研
究
を
、
綜
合
的
に
相
互
に
關
蓮
せ
し
め
る
た
め
の
、
一
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
た
る
べ
き
も
の
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
か
か
る
綜
合

は
、
目
下
の
段
階
で
は
、
想
像
も
つ
か
な
い
程
困
難
で
は
あ
る
が
、
將
來
、
こ
の
種
の
全
般
的
理
解
の
姜
當
な
可
能
性
を
、
わ
れ
わ
れ
は
開
拓
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
し
か
も
、
問
題
は
、
プ
エ
ル
ト
・
リ
コ
に
限
定
し
な
い
で
、
同
じ
よ
う
な
條
件
が
み
い
だ
さ
れ
る
他
の
諸
地
域
に
お
い
て
も
同
じ
よ
う
に
妥
當

す
る
、
地
域
肚
會
の
文
化
的
機
能
お
よ
び
攣
動
に
關
す
る
因
果
的
解
明
の
た
め
の
、
或
種
の
假
読
の
構
成
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う

す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
地
域
研
究
は
ま
た
、
普
遍
化
的
方
法
を
と
る
法
則
科
學
の
地
位
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
、
普
遍
化
的
方
法
展
開
の
た
め
の
、
最
後
の
中
心
概
念
、
文
化
タ
イ
プ
に
つ
い
て
、
読
明
す
る
。

　
短
　
Q
＆
誉
飛
＆
＆
特
恥

　
（

　
文
化
タ
イ
プ
は
「
環
境
的
適
慮
に
起
因
し
、
同
一
の
統
合
水
準
を
代
表
す
る
、
中
核
的
な
諸
特
徴
の
全
饅
的
構
成
鰹
」
で
あ
る
（
一
。
鍔
》
鵠
）
。

そ
れ
は
、
別
の
言
葉
で
い
え
ば
、
等
時
的
、
機
能
的
お
よ
び
生
態
學
的
諸
要
素
よ
り
ひ
き
出
さ
れ
る
文
化
的
諸
特
徴
と
、
特
定
の
縫
時
的
、
襲
展

的
水
準
を
代
表
す
る
文
化
的
諸
特
徴
と
の
、
二
つ
の
關
蓮
枠
に
基
く
概
念
で
あ
る
。

　
文
化
タ
イ
プ
の
概
念
は
、
次
の
三
熟
か
ら
具
鰹
的
に
分
析
さ
れ
る
。
e
杜
會
文
化
的
統
合
の
水
準
、
ω
技
術
と
環
境
の
相
互
關
係
よ
り
生
ず
る

行
動
の
類
型
、
日
當
行
動
類
型
が
文
化
の
他
の
側
面
に
影
響
す
る
範
園
、
の
以
上
三
黙
を
分
析
し
、
そ
の
黙
に
關
す
る
類
似
の
典
型
が
成
立
す
る

場
合
に
、
そ
れ
を
一
つ
の
文
化
タ
イ
プ
に
分
類
し
、
そ
の
法
則
性
の
追
求
に
向
う
。



　
こ
の
新
し
い
概
念
の
出
稜
黙
は
、
次
の
よ
う
に
読
明
さ
れ
る
。
從
來
、
文
化
領
域
と
い
わ
れ
て
き
た
概
念
に
お
い
て
は
、
そ
の
文
化
内
容
の
エ

レ
メ
ソ
ト
の
類
同
性
に
注
目
し
て
き
た
。
し
か
し
、
各
地
域
に
わ
た
つ
て
同
｝
の
エ
レ
メ
ン
ト
が
襲
見
さ
れ
た
と
し
て
も
、
各
文
化
は
、
そ
れ
ぞ

れ
異
つ
た
全
艦
的
構
成
髄
を
示
す
。
そ
こ
で
、
今
度
は
逆
に
、
或
種
の
全
艦
的
構
成
髄
が
、
各
地
域
に
わ
た
つ
て
共
通
し
て
襲
見
さ
れ
る
場
合
、

そ
こ
に
は
、
各
事
例
に
猫
立
に
作
用
す
る
類
似
の
プ
ロ
セ
ス
、
或
は
、
因
果
的
諸
要
因
の
存
在
す
る
こ
と
が
豫
想
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
フ
ォ
ー
ム

に
よ
る
並
行
現
象
で
は
な
く
、
機
能
が
同
一
で
あ
る
並
行
現
象
の
存
在
が
豫
想
さ
れ
る
。
こ
の
黙
を
、
「
形
態
的
相
違
を
も
ち
な
が
ら
も
、
機
能

が
同
一
な
並
行
現
象
」
と
し
て
、
騰
a
日
90
呂
皆
9
註
8
の
概
念
に
よ
つ
て
補
強
す
る
（
一
〇
㎝
㎝
も
・
曽
）
。
し
か
も
、
そ
の
因
果
的
規
則
性
は
、

文
化
の
全
髄
的
内
容
を
含
ん
で
の
こ
と
で
は
な
く
、
そ
れ
に
含
ま
れ
る
特
定
部
分
に
つ
い
て
の
み
、
そ
の
存
在
が
主
張
さ
れ
る
。
こ
の
特
定
部
分

が
前
述
の
文
化
核
黙
に
相
當
す
る
場
合
、
し
か
も
、
同
一
水
準
に
お
い
て
統
合
す
る
杜
會
文
化
的
シ
ス
テ
ム
の
場
合
、
そ
れ
ら
の
規
則
性
は
、
一

つ
の
文
化
タ
イ
プ
を
形
成
す
る
。

　
要
す
る
に
、
文
化
タ
イ
プ
の
概
念
は
、
文
化
核
黙
の
構
造
機
能
的
典
型
概
念
を
用
い
る
こ
と
に
よ
つ
て
文
化
相
封
主
義
の
行
詰
り
を
避
け
、
肚

會
文
化
的
統
合
水
準
の
概
念
を
用
い
る
こ
と
に
よ
つ
て
生
態
學
的
決
定
論
の
誤
謬
を
同
避
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
文
化
タ
イ
プ
の
具
髄
例
を
示
そ
う
。

　
次
の
諸
種
族
は
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
の
理
論
構
造
に
よ
れ
ぱ
、
一
つ
の
文
化
タ
イ
プ
ー
「
父
系
種
族
」
勺
暮
邑
日
①
巴
閃
即
邑
を
形
成
す
る
。

ア
フ
リ
カ
の
ブ
ッ
シ
ュ
メ
ン
、
ニ
グ
リ
ー
ト
、
マ
レ
ー
の
シ
マ
ン
グ
、
ブ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
の
ニ
グ
リ
ー
ト
、
オ
ス
ト
ラ
リ
ヤ
土
人
、
タ
ス
マ
ニ
ャ
土

人
、
南
米
の
オ
ナ
族
、
パ
タ
ゴ
ニ
ヤ
の
ッ
エ
ル
シ
エ
、
カ
リ
フ
オ
ル
ニ
ヤ
南
部
の
イ
ン
デ
ィ
ヤ
ン
等
々
の
諸
種
族
は
、
世
界
各
地
に
散
在
し
そ
れ

ぞ
れ
濁
自
の
文
化
内
容
を
も
つ
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
各
々
の
環
境
、
食
糧
源
、
食
糧
獲
得
手
段
、
必
須
的
肚
會
協
力
、
人
口
密
度
、
肚
會
的
政
治

的
統
制
、
宗
教
の
機
能
的
役
割
、
職
孚
、
等
の
諸
要
因
を
考
察
す
る
と
、
そ
れ
ら
の
諸
種
族
に
ま
た
が
る
類
似
の
e
生
態
學
的
適
鷹
と
、
◎
統
合

の
水
準
と
が
焚
見
さ
れ
る
。

　
　
　
肚
會
諸
科
學
の
統
合
研
究
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
　
　
　
（
一
六
三
）



　
　
　
敢
會
諸
科
學
の
統
合
研
究
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
八
　
　
　
（
凶
六
四
）

　
そ
れ
は
、
次
の
よ
う
に
読
明
さ
れ
る
。
e
人
口
密
度
の
稀
薄
性
は
、
散
在
す
る
稀
少
野
性
食
物
源
と
そ
れ
を
狩
猟
探
取
す
る
技
術
の
た
め
に
ひ

き
お
こ
さ
れ
る
、
⇔
環
境
は
、
そ
の
主
要
食
糧
源
が
狩
猟
に
依
存
し
そ
の
獲
物
が
非
移
動
的
、
散
在
的
で
あ
る
。
從
つ
て
、
そ
の
環
境
に
お
か
れ

た
人
間
は
、
そ
の
生
誕
の
地
に
止
ま
る
方
が
有
利
で
あ
る
。
日
交
通
の
手
段
は
、
人
力
に
限
ら
れ
る
。
㈲
文
化
、
心
理
的
事
實
と
し
て
、
相
互
に

密
接
に
結
合
す
る
親
族
集
團
が
近
親
相
姦
の
タ
ブ
ー
を
生
物
學
的
家
族
か
ら
擾
大
家
族
に
迄
振
張
し
て
當
て
は
め
る
結
果
、
集
團
外
婚
制
を
必
要

と
す
る
に
到
る
黙
が
指
摘
さ
れ
る
。
し
か
も
、
こ
の
文
化
、
心
理
的
事
實
は
、
ロ
ー
カ
ル
な
適
感
現
象
に
よ
つ
て
は
読
明
で
き
な
い
。
以
上
四
黙

の
中
核
的
な
諸
特
徴
か
ら
構
成
さ
れ
る
一
つ
の
文
化
タ
イ
プ
を
、
こ
こ
で
は
「
父
系
種
族
」
と
よ
ぶ
。

　
こ
の
文
化
タ
イ
プ
に
お
け
る
四
つ
の
特
徴
は
、
ま
た
、
次
の
よ
う
な
構
造
、
機
能
的
關
蓮
を
示
す
。
獲
物
の
散
在
、
貧
弱
な
輸
逸
能
力
、
人
口

の
一
般
的
稀
薄
性
の
た
め
に
、
李
均
五
〇
人
或
は
六
〇
人
、
ま
た
は
最
高
一
五
〇
人
の
諸
集
團
は
、
杜
會
的
團
結
を
維
持
す
る
た
め
の
充
分
な
且

有
効
な
協
同
活
動
、
相
互
結
合
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
各
種
族
は
、
一
定
の
土
地
を
傳
統
的
に
使
用
す
る
諸
個
人
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
そ
の

傳
統
的
な
土
地
使
用
は
、
土
地
所
有
の
考
え
方
を
導
く
。
從
つ
て
、
他
人
の
土
地
を
侵
す
場
合
、
そ
こ
に
葛
藤
が
激
化
す
る
と
、
他
の
家
族
、
或

は
血
縁
關
係
の
諸
家
族
と
蓮
合
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
こ
で
、
人
間
は
、
自
分
の
生
ま
れ
た
な
じ
み
深
い
土
地
に
留
ま
ろ
う
と
す
れ
ば
、
父
方
の

系
譜
を
辿
る
血
縁
關
係
の
諸
家
族
を
一
つ
の
種
族
に
襲
展
せ
し
め
、
彼
等
の
狩
猟
源
を
力
を
合
せ
て
防
衛
し
よ
う
と
す
る
よ
う
に
な
る
。
か
く
し

て
、
そ
れ
ら
の
地
帯
は
、
諸
「
父
系
種
族
」
に
よ
つ
て
、
分
割
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
（
一
。
㎝
9
サ
駐
㎝
）
。

　
と
こ
ろ
で
文
化
タ
イ
プ
に
つ
い
て
、
一
つ
の
實
例
を
紹
介
し
だ
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
に
、
家
族
の
水
準
で
機
能
す
る
肚
會
と
か
、
親
族
組

織
と
身
分
集
團
の
組
合
せ
が
共
通
す
る
杜
會
と
か
、
そ
う
い
つ
た
多
数
の
文
化
タ
イ
プ
の
構
成
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
最
終
の
分

析
に
お
い
て
は
、
「
文
化
タ
イ
プ
の
學
間
的
意
義
は
、
世
界
中
の
あ
ら
ゆ
る
資
料
を
基
礎
と
す
る
限
り
よ
り
有
意
義
に
な
り
、
そ
の
廣
範
な
比
較

研
究
に
よ
つ
て
、
通
文
化
的
に
起
る
構
造
、
機
能
的
關
係
を
ま
す
ま
す
明
ら
か
に
し
て
い
く
」
の
で
あ
る
（
お
罫
マ
8
）
。

　
か
く
し
て
、
等
時
的
、
機
能
的
理
論
構
成
は
、
そ
れ
に
封
す
る
各
種
の
批
剣
を
含
み
な
が
ら
も
、
一
鷹
こ
れ
迄
に
読
明
さ
れ
た
こ
と
に
な
つ



た
。
そ
こ
で
、
次
に
は
、
糧
時
的
、
獲
展
過
程
的
理
論
構
成
に
つ
い
て
読
明
す
る
。

w

　
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
は
、
文
化
の
規
則
性
を
、
互
覗
的
に
そ
の
稜
展
過
程
か
ら
考
察
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
糧
時
的
理
論
構
成
の
可
能
性
を
間
題
と

す
る
。
そ
の
場
合
、
間
題
の
提
起
は
、
こ
れ
迄
の
一
系
的
進
化
論
と
の
封
立
の
形
を
と
る
。
一
九
五
五
年
の
「
文
化
攣
動
の
理
論
－
多
系
的
進

化
論
に
關
す
る
方
法
論
」
、
が
、
そ
れ
で
あ
る
。

　
目
7
0
日
サ
o
o
剛
網
o
囲
O
直
一
酔
昌
円
o
O
7
”
胃
o
『
o

　
今
世
紀
以
來
の
文
化
人
類
學
に
お
け
る
反
進
化
論
的
傾
向
は
、
い
ま
や
、
一
つ
の
反
省
期
に
當
面
し
て
い
る
、
と
ス
チ
ェ
ワ
ー
ド
は
い
う
。
か

つ
て
の
一
系
的
進
化
論
の
誤
謬
は
覆
う
べ
く
庵
な
い
が
、
そ
の
後
の
個
別
的
、
普
遍
化
的
の
諸
研
究
に
よ
つ
て
、
再
び
、
別
種
の
進
化
論
的
理
論

の
展
開
が
可
能
と
な
つ
た
。
し
か
も
、
そ
の
こ
と
に
よ
つ
て
、
記
述
的
歴
史
主
義
に
堕
し
た
文
化
人
類
學
を
、
再
び
、
’
法
則
の
科
學
、
普
遍
化
的

方
法
に
基
く
科
學
に
ひ
き
も
ど
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
が
、
彼
の
主
張
す
る
多
系
的
進
化
論
の
骨
子
で
あ
る
。

　
多
系
的
進
化
論
は
、
e
一
系
的
進
化
論
、
⇔
普
遍
的
進
化
論
、
の
二
つ
の
理
論
の
批
剣
を
通
し
て
展
開
さ
れ
る
。
前
者
は
、
タ
イ
ラ
ー
、
モ
ル

ガ
ン
に
、
後
者
は
、
ホ
ワ
イ
ト
、
チ
ャ
イ
ル
ド
に
よ
つ
て
代
表
さ
れ
る
理
論
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
は
、
そ
の
批
到
の
論
擦
を
辿
る
こ
と
は
省
略
し
、
多
系
的
進
化
論
の
基
本
的
性
格
を
示
す
に
止
め
る
。

　
ま
ず
、
進
化
論
と
い
う
言
葉
に
よ
つ
て
表
現
さ
れ
る
意
味
に
、
一
つ
の
條
件
を
附
す
。
彼
の
い
う
進
化
論
は
、
全
世
界
的
な
宇
宙
的
な
規
模
の

法
則
に
關
心
を
示
す
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
限
定
さ
れ
た
範
園
で
反
復
さ
れ
る
フ
ォ
ー
ム
、
プ
・
セ
ス
、
フ
ァ
ソ
ク
シ
ョ
ン
に
關
心
を
示
す
。

次
に
以
上
の
條
件
に
基
い
て
、
進
化
論
は
、
等
時
的
機
能
的
で
あ
れ
、
糧
時
的
過
程
的
で
あ
れ
、
或
は
ま
た
、
多
敷
の
文
化
に
わ
た
る
も
の
で
あ

　
　
　
肚
會
諸
科
學
の
統
合
研
究
に
つ
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て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九
　
　
　
（
一
六
五
）



　
　
　
融
會
諸
科
學
の
統
合
研
究
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇
　
　
　
（
一
六
六
）

れ
、
少
数
の
文
化
に
わ
た
る
も
の
で
あ
れ
、
そ
れ
ら
の
全
て
の
場
合
の
科
學
的
普
遍
化
と
方
法
論
的
に
關
蓮
す
る
（
嶺
蜜
や
お
）
。
つ
ま
り
、
彼

に
よ
れ
ば
、
進
化
論
は
、
あ
ら
ゆ
る
問
題
に
つ
い
て
の
構
造
、
機
能
的
分
析
に
外
な
ら
な
い
。
從
つ
て
、
前
に
紹
介
し
た
「
父
系
種
族
」
の
研
究

も
、
實
は
、
彼
の
い
う
進
化
論
の
研
究
の
一
部
に
外
な
ら
な
い
。
ま
た
そ
の
意
味
で
、
彼
の
い
う
進
化
論
の
理
論
構
造
は
、
こ
れ
迄
に
読
明
し
て

き
た
理
論
構
造
と
何
等
攣
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
唯
、
研
究
封
象
を
、
地
域
研
究
か
ら
歴
史
的
過
程
の
間
題
に
移
し
攣
え
た
に
過
ぎ
な
い
。

　
多
系
的
進
化
論
の
系
譜
は
、
次
の
よ
う
に
要
約
さ
れ
る
。
文
化
人
類
學
は
、
一
九
世
紀
後
牟
に
お
い
て
一
系
的
進
化
論
を
、
二
〇
世
紀
前
孚
に

お
い
て
は
丈
化
相
封
論
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
流
と
し
て
稜
展
し
て
き
た
。
前
者
は
歴
史
の
復
原
を
、
後
者
は
歴
史
の
特
殊
性
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
中

心
間
題
と
し
た
。
分
類
法
円
貰
9
0
目
気
に
つ
い
て
は
、
前
者
は
普
遍
的
焚
展
段
階
を
、
後
者
は
丈
化
領
域
を
中
心
概
念
と
し
た
。
そ
の
性
格
に

つ
い
て
は
、
前
者
は
演
繹
的
、
ア
プ
リ
オ
リ
的
、
圖
式
的
、
哲
學
的
で
あ
り
，
後
者
は
現
象
學
的
、
藝
術
的
で
あ
つ
た
。
と
こ
ろ
が
、
爾
者
の
諸

研
究
は
、
次
の
方
法
で
統
合
さ
れ
る
。
文
化
現
象
に
は
、
形
式
、
，
機
能
、
過
程
に
お
い
て
、
或
種
の
類
似
性
が
み
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
の
類
似
性

は
、
文
化
タ
イ
プ
の
典
型
概
念
に
よ
つ
て
、
新
し
い
分
類
法
に
吸
牧
さ
れ
る
。
こ
の
新
し
い
分
類
法
に
よ
つ
て
、
文
化
に
つ
い
て
の
限
定
さ
れ
た

法
則
、
諸
規
則
性
が
解
明
さ
れ
る
。
そ
れ
を
多
系
的
進
化
論
§
ミ
ミ
き
①
ミ
ミ
9
ミ
ざ
§
と
よ
ぶ
（
一
霧
。。
・
題
』
陛
山
b
。
㎝
）
。

　
つ
ま
り
、
多
系
的
進
化
論
は
、
一
九
世
紀
の
進
化
論
と
、
二
〇
世
紀
の
相
封
論
と
の
、
辮
謹
法
的
展
開
と
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
次
に
、
そ
の
具
髄
例
を
示
そ
う
。

　
エ
ジ
プ
ト
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ヤ
、
イ
レ
ダ
ス
峡
谷
、
中
國
北
部
、
メ
キ
シ
コ
挾
谷
、
ペ
ル
ー
北
岸
、
の
六
個
所
に
存
在
し
た
初
期
灌
概
文
明
を
一

つ
の
文
化
タ
イ
プ
に
分
類
す
る
。
そ
の
理
由
は
、
こ
う
で
あ
る
。
以
上
六
地
黙
に
お
こ
つ
た
歴
史
的
現
象
は
、
各
々
の
文
化
生
態
學
、
文
化
核

黙
、
肚
會
文
化
的
統
合
の
水
準
に
お
い
て
、
顯
著
な
類
似
性
を
示
す
。
し
か
も
、
そ
の
獲
展
過
程
に
お
い
て
、
極
め
て
類
同
的
な
三
つ
の
段
階
が

見
出
さ
れ
る
。

　
最
初
の
段
階
は
、
原
始
的
な
集
團
が
、
河
ぞ
い
の
漁
潤
地
帯
、
或
は
降
雨
量
の
多
い
豪
地
に
お
い
て
、
食
用
植
物
を
耕
作
し
始
め
る
。
そ
し



て
、
小
規
模
の
定
着
的
村
落
を
構
成
す
る
。
以
上
を
日
9
営
o
客
句
畦
目
①
お
の
段
階
と
名
附
け
る
。

　
次
の
段
階
で
は
、
人
々
は
、
蓮
河
の
構
築
に
よ
り
河
水
を
利
用
し
て
灌
概
を
始
め
る
。
灌
瀧
耕
作
に
よ
り
、
人
口
扶
養
量
が
増
大
し
、
主
食
生

産
以
外
の
生
産
に
從
事
す
る
時
間
的
蝕
裕
が
で
き
る
。
そ
の
結
果
、
蓮
河
の
機
構
は
接
大
し
、
手
業
が
稜
達
す
る
。
こ
の
時
期
に
、
織
機
、
金

属
、
車
輪
、
激
學
、
暦
法
、
文
學
、
記
念
物
建
築
、
宗
教
的
建
築
、
見
事
な
藝
術
作
品
が
齎
さ
れ
る
。
灌
漉
工
作
が
援
大
さ
れ
る
と
、
そ
の
た
め

の
協
力
龍
制
、
管
理
統
制
が
必
要
と
な
る
。
そ
の
結
果
、
支
配
階
級
、
官
僚
制
度
が
稜
生
す
る
。
彼
等
の
椹
威
は
、
主
と
し
て
、
宗
教
的
制
裁
力

に
基
因
す
る
。
廣
大
な
地
域
に
及
ぶ
穫
威
の
集
中
化
に
よ
つ
て
、
國
家
が
襲
生
す
る
。
灌
瀧
國
家
が
そ
の
絶
頂
に
達
し
た
の
は
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ヤ

で
は
、
紀
元
前
三
〇
〇
〇
年
、
エ
ジ
プ
ト
で
は
、
や
や
そ
の
後
、
中
國
で
は
、
紀
元
前
一
五
〇
〇
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
、
北
部
ぺ
ー
ル
で
は
、
紀

元
前
五
〇
〇
年
か
ら
紀
元
五
〇
〇
年
、
メ
キ
シ
コ
峡
谷
で
は
、
や
や
そ
の
後
、
の
間
に
か
け
て
で
あ
つ
た
。
以
上
の
段
階
を
閃
Φ
讐
8
巴
固
？

お
8
Φ
昌
と
名
附
け
る
。

　
第
三
の
段
階
で
は
、
河
水
利
用
と
生
産
量
が
限
界
に
達
し
た
諸
神
政
國
家
が
、
近
隣
の
諸
國
家
へ
侵
入
略
奪
に
向
う
。
そ
こ
で
、
諸
國
家
は
一

大
帝
國
に
膨
張
す
る
。
そ
の
場
合
、
人
口
轍
が
檜
大
し
た
に
止
ま
ら
ず
、
施
政
、
管
理
の
方
法
に
お
い
て
も
、
質
的
な
相
違
が
生
ず
る
。
法
律
は

法
典
化
さ
れ
、
官
僚
制
度
は
焚
達
し
、
強
大
な
軍
事
膣
制
は
張
化
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
上
に
権
威
は
強
大
化
す
る
。
こ
の
軍
事
的
諸
帝
國
は
、
メ
ソ

ポ
タ
ミ
ヤ
で
は
ス
メ
リ
ヤ
ン
王
朝
に
、
エ
ジ
プ
ト
で
は
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
作
つ
た
初
期
王
朝
に
、
中
國
で
は
周
時
代
に
、
メ
キ
シ
コ
で
は
ト
ル
テ
ッ

ク
と
ア
ズ
テ
ッ
ク
王
朝
に
、
ぺ
ー
ル
で
は
テ
ィ
ア
ウ
ア
ナ
カ
ン
時
代
に
、
相
當
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
ら
の
諸
帝
國
の
富
は
、
生
産
量
の
増
大

よ
り
も
、
む
し
ろ
、
強
制
的
徴
税
に
基
い
て
い
た
の
で
、
常
に
内
飢
の
危
機
に
見
舞
わ
れ
て
い
た
。
打
績
く
内
飢
、
灌
概
組
織
の
破
壌
、
生
産
量

の
低
下
、
人
口
の
減
少
等
に
よ
る
暗
黒
時
代
が
始
ま
る
。
征
服
と
反
飢
が
繰
返
し
て
行
わ
れ
る
戦
國
時
代
が
績
く
。
以
上
を
国
日
鳳
お
暫
且

0
9
ρ
娼
Φ
鴇
の
段
階
と
名
附
け
る
（
ド
3
9
薯
・
竃
為
。
）
。

　
さ
て
、
以
上
の
類
似
の
三
段
階
を
維
て
形
成
さ
れ
た
初
期
灌
概
文
明
は
、
神
政
的
軍
事
的
階
級
に
よ
つ
て
支
配
さ
れ
る
絶
封
主
義
國
家
に
よ
つ

　
　
　
肚
會
諸
科
學
の
統
合
研
究
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一
　
　
　
（
一
六
七
）



　
　
　
杜
會
諸
科
學
の
統
合
研
究
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二
　
　
　
（
一
六
八
）

て
構
成
さ
れ
た
。
こ
れ
が
、
そ
の
フ
ォ
ー
ム
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
ら
諸
帝
國
の
基
本
的
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
は
、
水
利
の
統
制
事
業
、
そ
の
他
の

國
家
的
事
業
に
集
中
さ
れ
た
。
以
上
の
よ
う
に
、
同
一
の
フ
ォ
ー
ム
と
同
一
の
フ
ァ
ソ
ク
シ
ョ
ン
を
、
各
々
が
濁
立
に
襲
展
せ
し
め
て
い
る
時
、

そ
れ
ら
は
、
一
つ
の
文
化
タ
イ
プ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
も
、
そ
れ
ら
は
、
同
一
の
襲
展
過
程
を
辿
つ
た
こ
と
に
よ
り
、
一
つ
の
進

化
論
的
解
繹
と
し
て
、
實
謹
的
な
姜
當
性
を
も
つ
。
な
お
、
こ
の
黙
に
關
し
て
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
は
、
以
上
の
一
つ
の
文
化
タ
イ
プ
の
構
成
を
未

だ
一
つ
の
試
論
に
過
ぎ
な
い
と
し
て
、
そ
の
適
用
限
界
を
、
嚴
密
に
初
期
文
明
の
六
つ
の
セ
ン
タ
ー
に
限
定
す
る
。
つ
ま
り
、
全
て
の
人
間
文
明

が
同
じ
経
路
を
辿
つ
て
進
化
し
た
と
は
考
え
て
は
い
な
い
。
事
實
、
日
本
と
封
建
制
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
、
初
期
灌
概
文
明
の
タ
イ
プ
と
は

違
つ
た
襲
展
の
ラ
イ
ソ
を
辿
つ
た
と
考
え
、
む
し
ろ
、
親
族
集
團
か
ら
多
元
的
地
域
肚
會
國
家
へ
の
ラ
イ
ン
を
辿
る
封
建
國
家
の
タ
イ
プ
を
豫
想

し
て
い
る
（
お
蜜
マ
母
）
。

　
か
く
し
て
、
現
在
利
用
で
き
う
る
限
り
の
資
料
を
騙
使
し
て
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
は
、
人
間
進
化
の
五
つ
の
別
種
の
ラ
イ
ン
を
設
定
す
る
。
そ
れ

は
、
e
土
着
狩
猟
種
族
に
お
け
る
父
系
種
族
、
⇔
ゴ
ム
樹
液
探
取
者
と
毛
皮
探
取
猟
人
、
日
騎
乗
者
に
よ
る
略
奪
的
種
族
、
㈲
封
建
諸
國
家
、
㈲

初
期
灌
概
文
明
諸
帝
國
、
の
五
つ
の
文
化
タ
イ
プ
で
あ
る
（
一
〇
蜜
亨
置
）
。
そ
の
各
々
に
つ
い
て
の
論
明
は
省
略
す
る
が
、
そ
れ
ら
は
、
そ
れ
ぞ

れ
に
固
有
の
文
化
タ
イ
プ
を
構
成
し
、
且
、
世
界
的
規
模
に
お
い
て
襲
見
さ
れ
る
。
し
か
も
な
お
、
將
來
の
諸
研
究
に
よ
つ
て
、
か
か
る
文
化
タ

イ
プ
の
他
の
幾
多
の
構
成
の
、
よ
り
精
密
な
髄
系
化
を
期
待
し
て
い
る
。
そ
の
い
う
と
こ
ろ
の
意
味
は
、
人
間
進
化
に
關
す
る
全
て
の
理
論
が
構

成
さ
れ
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
人
間
進
化
に
關
す
る
多
系
列
の
諸
理
論
の
構
成
が
、
い
ま
や
、
そ
の
端
緒
に
つ
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
彼

は
、
以
上
の
よ
う
に
、
限
定
さ
れ
た
事
實
に
關
し
て
の
み
通
用
す
る
、
諸
々
の
法
則
を
追
求
し
よ
5
と
し
た
。
そ
し
て
、
「
全
て
の
材
料
が
揃
う

の
を
待
つ
た
上
で
、
は
じ
め
て
理
論
を
構
成
す
べ
き
だ
と
考
え
る
必
要
は
な
い
。
現
在
利
用
で
き
る
限
り
の
資
料
で
も
つ
て
、
そ
れ
に
よ
り
か
か

り
得
る
よ
う
な
、
試
論
的
構
成
を
行
え
ば
よ
い
」
と
断
言
し
、
現
在
の
人
類
學
の
主
流
を
占
め
る
「
事
實
の
牧
集
そ
れ
自
髄
に
終
る
よ
う
な
學

問
」
に
、
強
い
反
擾
を
示
す
（
這
㎝
㎝
も
』
8
）
。
そ
し
て
、
事
實
と
い
う
も
の
は
、
理
論
に
關
蓮
せ
し
め
得
る
限
り
に
お
い
て
の
み
そ
の
存
在
慣



値
が
あ
り
、
ま
た
理
論
と
い
う
も
の
は
、
箪
な
る
事
實
に
よ
つ
て
打
破
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
事
實
を
よ
り
よ
く
解
明
す
る
た
め
の
新
し
い
理

論
に
よ
つ
て
の
み
、
理
論
の
存
在
憤
値
が
脅
か
さ
れ
る
の
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
つ
ま
リ
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
は
、
事
實
の
み
に
關
蓮
す
る
批
剣
、
或

は
、
よ
り
よ
き
理
論
の
構
成
を
提
起
で
き
な
い
よ
う
な
批
到
に
封
し
て
は
、
本
書
（
お
蜜
）
に
關
す
る
限
り
、
何
等
の
關
心
も
示
さ
な
い
で
あ
ろ

う
と
豪
語
す
る
（
』
鍔
や
8
0
）
。
そ
の
こ
と
の
是
非
は
と
も
か
く
と
し
て
、
自
己
の
理
論
構
造
に
封
す
る
自
信
の
程
は
、
け
だ
し
當
る
べ
か
ら

ざ
る
も
の
が
あ
ろ
う
。

　
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
は
、
目
下
、
水
田
耕
作
に
つ
い
て
の
通
文
化
的
な
研
究
を
計
書
し
、
個
人
で
は
最
高
の
額
と
い
わ
れ
る
研
究
援
助
資
金
を
受

け
、
世
界
の
代
表
的
な
水
田
耕
作
地
帯
を
籔
ヵ
所
選
定
し
、
大
々
的
な
調
査
プ
ラ
ソ
を
立
案
中
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
日
本
も
そ
の
調
査
地
黙
の

一
つ
に
選
ば
れ
、
同
研
究
計
書
の
豫
備
調
査
が
、
こ
の
春
以
來
、
奈
良
縣
の
一
農
村
部
落
で
行
わ
れ
て
き
た
。
そ
こ
で
間
題
と
な
つ
た
の
は
、
水

利
灌
概
と
い
つ
た
文
化
生
態
學
上
の
諸
條
件
と
、
小
農
、
長
子
相
綾
の
歴
史
的
杜
會
的
諸
制
度
と
、
現
代
資
本
主
義
維
濟
の
滲
透
に
よ
る
換
金
生

産
制
度
と
の
、
三
つ
の
黙
の
相
互
の
關
蓮
性
に
つ
い
て
で
あ
つ
た
。
同
研
究
計
書
の
將
來
に
つ
い
て
は
、
未
だ
何
ら
の
豫
断
も
許
さ
れ
な
い
が
、

そ
こ
で
も
、
彼
の
理
論
構
造
に
基
く
一
つ
の
文
化
タ
イ
プ
i
水
田
耕
作
文
明
ー
が
、
そ
の
研
究
の
中
心
課
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
疑
い

も
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
研
究
封
象
が
、
現
代
文
明
の
複
合
性
に
近
づ
け
ば
近
づ
く
ほ
ど
、
彼
の
理
論
構
造
の
具
髄
的
展
開
も
、
ま
す

ま
す
困
難
な
障
害
に
直
面
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
最
後
に
、
彼
の
理
論
構
造
に
封
す
る
、
諸
學
者
の
若
干
の
批
到
を
附
け
加
え
る
こ
と
に
す
る
。

V

　
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
理
論
で
間
題
と
な
つ
た
の
は
、

多
系
的
進
化
論
の
二
つ
の
黙
で
あ
つ
た
。

　
　
　
肚
會
諸
科
學
の
統
合
碑
究
に
つ
い
て

全
謄
と
部
分
の
關
係
を
操
作
す
る
等
時
的
理
論
構
成
お
よ
び
文
化
の
攣
動
を
互
覗
的
に
取
扱
う

七
三

（
輔
六
九
）



　
　
　
肚
會
諸
科
學
の
統
合
硯
究
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四
　
　
　
（
一
七
〇
）

　
前
者
に
つ
い
て
は
、
肚
會
文
化
的
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
そ
の
統
合
水
準
を
考
慮
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
全
龍
的
覗
野
の
も
と
に
個
を
取
扱
い
、
個

と
全
髄
の
機
能
的
關
係
に
注
目
し
て
き
た
。
、
そ
の
操
作
は
、
同
時
に
、
肚
會
諸
科
學
の
統
合
研
究
へ
の
一
つ
の
途
を
示
唆
し
て
い
る
。

　
後
者
に
つ
い
て
は
、
文
化
生
態
學
、
文
化
核
瓢
、
文
化
タ
イ
プ
の
諸
概
念
を
騙
使
し
、
相
互
に
比
較
検
討
し
得
る
共
通
の
ユ
ニ
ッ
ト
を
開
襲
す

る
こ
と
に
よ
つ
て
、
文
化
攣
動
に
つ
い
て
の
限
定
的
な
諸
進
化
ラ
イ
ン
を
追
求
し
て
き
た
。

　
こ
の
爾
者
の
理
論
構
成
は
、
相
互
に
關
蓮
づ
け
ら
れ
て
一
つ
の
理
論
構
造
を
構
築
し
て
い
る
。
つ
ま
り
そ
れ
は
、
文
化
の
構
造
機
能
を
分
析

し
、
文
化
の
攣
動
を
解
明
す
る
た
め
の
、
普
遍
化
的
法
則
追
求
の
一
つ
の
方
法
を
提
起
し
て
い
る
。

　
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
に
封
す
る
批
到
は
、
大
別
し
て
、
二
つ
の
観
黙
か
ら
提
起
さ
れ
る
。
e
典
型
分
析
そ
れ
自
髄
に
關
す
る
批
到
、
⇔
典
型
分
析
の

具
艦
的
展
開
に
件
う
現
實
的
諸
敏
陥
に
つ
い
て
の
批
到
、
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
前
者
に
つ
い
て
は
、
更
に
二
つ
の
意
見
に
分
れ
る
。
典
型
分
析
に
基
く
諸
方
法
へ
つ
ね
に
疑
惑
の
自
を
向
け
る
傳
統
的
歴
史
主
義
人
類
學
派
の

批
到
、
お
よ
び
、
典
型
分
析
の
方
法
を
一
鷹
承
認
し
な
が
ら
も
そ
の
典
型
構
成
の
安
當
性
に
關
し
て
な
さ
れ
る
批
到
、
が
そ
れ
で
あ
る
。
前
者
に

つ
い
て
の
論
議
は
、
科
學
観
の
相
違
に
根
ざ
す
も
の
で
あ
る
か
ら
こ
こ
で
は
繰
返
し
述
べ
な
い
。
後
者
に
關
す
る
若
干
の
論
議
を
紹
介
す
る
。

　
文
化
核
黙
の
概
念
に
關
し
、
そ
れ
に
最
も
密
接
に
關
蓮
す
る
生
存
維
持
の
た
め
の
諸
活
動
と
し
て
、
一
艦
何
を
選
ぶ
べ
き
発
こ
の
瓢
に
つ
い

て
の
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
の
態
度
に
は
、
極
め
て
恣
意
的
な
も
の
が
み
ら
れ
る
と
オ
プ
ラ
ー
は
批
劃
す
る
（
園
o
畠
犀
Φ
丘
Φ
妻
ξ
罫
β
〇
三
①
」
＞
ヨ
Φ
．

昌
o
目
ω
8
巨
o
臓
o
包
閑
Φ
註
Φ
妻
・
＜
鼻
曽
・
客
o
』
」
3
。
・
や
ω
o。
o

。
）
。
選
揮
基
準
お
よ
び
そ
の
選
揮
基
準
の
安
當
性
は
何
か
。
そ
の
黙
に
關
す
る
ス

チ
ュ
ワ
ー
ド
の
読
明
は
、
彼
自
身
の
主
観
的
到
断
に
基
く
具
饅
的
調
査
事
例
し
か
與
え
て
い
な
6
。
つ
ま
り
、
客
観
的
な
基
準
が
示
さ
れ
て
い
な

い
の
で
あ
る
。
も
し
客
観
的
基
準
が
明
示
さ
れ
な
い
と
す
れ
ば
、
文
化
核
黙
に
關
す
る
諸
要
素
を
主
観
的
に
選
揮
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
次
に
追

求
さ
れ
る
べ
き
統
合
水
準
お
よ
び
通
文
化
的
な
規
則
性
を
、
前
以
つ
て
決
定
す
る
こ
と
と
同
じ
こ
と
に
な
る
。
從
つ
て
、
多
系
的
進
化
を
、
家
族

の
水
準
そ
の
他
の
五
つ
の
文
化
タ
イ
プ
に
類
別
し
た
こ
と
も
、
そ
れ
は
、
實
は
、
全
く
ス
チ
ュ
ワ
！
ド
の
主
観
的
到
断
に
過
ぎ
な
い
も
の
と
思
わ



れ
る
。
そ
し
て
、
オ
プ
ラ
：
は
、
現
在
の
肚
會
人
類
學
の
歴
史
學
派
と
普
遍
化
的
學
派
の
、
二
つ
の
學
派
の
統
合
を
試
み
た
ス
チ
ェ
ワ
ー
ド
の
努
力

を
高
く
評
債
し
な
が
ら
も
、
彼
が
文
化
に
お
け
る
債
値
の
相
封
性
お
よ
び
文
化
攣
動
に
お
い
て
果
す
個
人
の
心
理
學
的
役
割
を
輕
覗
し
た
黙
で
、

一
種
の
環
境
決
定
論
、
経
濟
決
定
論
に
陥
つ
た
こ
と
を
批
到
す
る
（
○
甘
9
ぎ
答
）
。

　
次
に
典
型
分
析
の
具
膣
的
展
開
に
件
う
諸
批
到
と
し
て
、
現
代
枇
會
の
杜
會
文
化
的
シ
ス
テ
ム
を
、
三
つ
の
シ
グ
メ
ソ
ツ
に
匠
分
す
る
こ
と
の

是
非
が
、
論
議
さ
れ
る
。
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
の
圖
式
的
性
格
に
關
し
て
は
、
既
に
幾
多
の
批
到
が
よ
せ
ら
れ
て
い
る
（
閑
9
Φ
辞
　
置
，

訪
o
罫
評
器
賀
廿
ω
8
一
Φ
薯
貰
山
0
9
ε
H
P
お
蜜
亨
』
）
。
わ
れ
わ
れ
も
、
九
十
九
里
濱
調
査
に
お
い
て
、
そ
の
黙
に
關
す
る
批
到
を
行
つ
て
き

た
。
そ
し
て
、
こ
の
間
題
に
つ
い
て
は
、
い
ま
な
お
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
多
く
の
障
害
に
取
り
か
こ
ま
れ
て
い
る
。

　
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
つ
ぎ
の
問
題
に
進
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
本
稿
は
、
新
た
な
る
出
叢
へ
の
一
つ
の
礎
石
と
考
え
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
五
六
・
一
〇
・
五
）

附
記
　
本
稿
は
慶
懸
義
塾
學
事
振
興
資
金
に
も
と
ず
く
研
究
の
一
部
で
あ
る
。

肚
會
諸
科
學
の
統
合
研
究
に
つ
い
て

七
五

（
叫
七
一
）


